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平成26年度

施政方針
市長が示す まちづくりへの取組
～イノベーション（改革）元年～

市
政
執
行
の
基
本
方
針

　

本
年
度
は
、
昨
年
の
12
月
議
会
で
承

認
を
受
け
ま
し
た
「
自
治
基
本
条
例
」

の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
な
る
と
と
も
に
、

市
町
村
合
併
後
10
年
を
迎
え
る
節
目
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
田
市
と
し
て
大
き
な
転
換
の
と
き

を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
は
よ
り
一
層
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
希

望
が
持
て
る
未
来
を
切
り
開
く
覚
悟
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る
行
動
が
必

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
市
長
就
任
前
か
ら
「
市

民
参
加
の
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
、

自
治
の
在
り
方
を
見
直
す
」
こ
と
を
公

言
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
市
政
は
市

長
や
行
政
だ
け
で
行
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

特
に
合
併
後
10
年
を
経
過
し
た
27
年

度
以
降
は
、
財
政
的
に
も
一
層
厳
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
の
こ
と
は

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
一
緒
に
知
恵
を
出
し
、
汗
を
流
し
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
共
に
担
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
ま
し
て

26
年
度
は
、
正
に
大
き
な
変
革
の
年
で

あ
り
、
日
田
市
が
一
つ
の
ま
ち
と
し
て

再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
と
い
う
意
味
で
、

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
改
革
）
元
年
」

と
位
置
付
け
、
市
政
執
行
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
昨
年
度
掲
げ
ま
し
た
６
つ
の

重
要
課
題
に
、
日
田
市
の
現
状
や
新
た

な
課
題
等
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

６
つ
の
重
要
課
題

　
水
害
か
ら
の
早
期
復
旧
と
復
興

　

25
年
度
は
、
24
年
７
月
の
九
州
北
部

豪
雨
に
よ
る
災
害
の
早
期
復
旧
及
び
復

興
を
市
の
最
優
先
課
題
と
位
置
付
け
、
重

点
的
に
予
算
を
配
分
し
取
り
組
み
ま
し

た
が
、
資
材
や
作
業
員
、
重
機
等
の
不

足
な
ど
に
よ
り
、
特
に
農
業
関
係
の
復

旧
工
事
が
一
部
発
注
で
き
な
い
状
況
が

あ
り
ま
し
た
。

　

26
年
度
に
お
い
て
は
、
花
月
川
、
有

田
川
の
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急

事
業
や
、
夕
田
橋
、
秋
原
橋
、
日
掛
橋

の
架
け
替
え
事
業
な
ど
、
国
や
県
の
主

体
事
業
を
除
き
、
道
路
や
河
川
、
農
地

や
林
道
な
ど
の
市
所
管
の
災
害
復
旧
工

事
は
、
全
て
完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　
市
民
参
加
に
よ
る

　
　
　

 

開
か
れ
た
市
政
の
実
現

　

20
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

「
自
治
基
本
条
例
」
が
、
４
月
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
自
治
基
本
条
例
の
主
旨
は
、
「
ま

ち
づ
く
り
の
主
体
は
市
民
で
あ
る
」
こ

と
と
「
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
進
め
て
い
く
た
め
、

私
と
市
民
に
よ
る
「
い
っ
し
ょ
に
考
え
ん

会
」
や
、
市
の
幹
部
職
員
に
よ
る
「
出

前
懇
談
会
」
を
引
き
続
き
開
催
す
る
と

と
も
に
、
特
に
26
年
度
は
、
私
自
身
が

積
極
的
に
地
域
に
出
向
き
、
皆
様
の
ご

意
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
民
の
手
に
よ
る
地
域
振
興
に
関
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
に
よ
る
財
政

的
支
援
に
加
え
、
自
ら
財
源
を
確
保
す

る
手
段
の
一
つ
と
な
る
よ
う
、
ふ
る
さ

と
納
税
「
水
郷
ひ
た
応
援
基
金
」
の
制

度
を
大
き
く
見
直
し
ま
す
。

 　
将
来
を
見
据
え
た

　
　
　
　

 

行
財
政
改
革
の
推
進

　

合
併
に
よ
る
財
政
的
な
優
遇
措
置
の

期
限
が
26
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
後
は
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、「
第
４
次
行
政
改
革
」

を
着
実
に
実
行
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
各
種
事
業
や
施
策
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
精
査
す
る
と
と
も
に
、

補
助
金
や
交
付
金
等
も
抜
本
的
に
見
直

す
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能

な
行
政
運
営
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、

さ
ら
に
は
市
民
に
と
っ
て
希
望
が
持
て

る
施
策
を
推
進
す
る
な
ど
「
選
択
と
集

中
」
に
よ
る
市
政
運
営
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
「
日
田
市
定
員
管
理
計
画
」
等

に
基
づ
き
、
適
正
な
職
員
数
と
人
員
配

置
に
努
め
る
と
と
も
に
、
「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
、

行
政
財
産
の
効
率
的
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
パ
ト
リ
ア
日
田
に
つ
い
て
は
、

４
月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、

市
民
目
線
に
立
っ
た
適
正
な
管
理
と
効

率
的
運
営
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
田
市
土
地
開
発
公
社
は
25

年
度
に
解
散
し
ま
し
た
が
、
代
物
弁
済

と
し
て
市
が
引
き
継
い
だ
用
地
は
、
市

の
財
産
と
し
て
積
極
的
な
活
用
を
図
り
ま
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す
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
第
３
セ
ク
タ

ー
に
つ
い
て
も
、
民
営
化
を
含
む
見
直

し
に
本
格
的
に
着
手
し
ま
す
。

　
人
が
い
き
い
き
と
輝
く

　
　
　
　
　
　
　

 

日
田
の
創
造

　

産
業
の
振
興
は
、
市
の
活
力
を
生
み

出
す
源
で
あ
り
、
経
済
の
活
性
化
は
必

要
不
可
欠
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
市
の
基
幹
産
業
の
一

つ
で
あ
る
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
を

図
る
指
針
と
な
る
「
新
し
い
日
田
の
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
、
各
種
施
策
を
打
ち
出
し
ま
す
。

　

ウ
ッ
ド
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
内
に
、
良
質
な

乾
燥
材
の
増
産
を
目
的
と
し
た
乾
燥
材
生

産
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備
が
決
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
地
の
長
期
貸
付

制
度
を
設
け
た
こ
と
に
伴
う
問
い
合
わ

せ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
企
業
誘

致
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

農
業
の
振
興
に
関
し
て
は
、
「
足
腰

の
強
い
儲
か
る
農
業
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
６
次
産
業
の
推
進
を
図
る
た

め
、
生
産
か
ら
加
工
、
流
通
に
至
る
ま

で
の
仕
組
み
の
構
築
と
と
も
に
、
加
工

工
程
の
効
率
化
、
コ
ス
ト
削
減
を
目
指

す
た
め
の
設
備
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
水
田
を
活
用
し
た
、
輸
入

飼
料
に
代
わ
る
家
畜
飼
料
を
生
産
す
る
、

い
わ
ゆ
る
ホ
ー
ル
・
ク
ロ
ッ
プ
・
サ
イ

レ
ー
ジ
を
基
軸
と
し
た
水
田
農
家
と
畜

産
農
家
の
連
携
に
よ
る
日
田
式
循
環
型

有
機
農
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

一
方
、
25
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

「
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
」
は
、
事

業
内
容
の
更
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
で
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
就
業
機
会
の
拡

大
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

パ
ト
リ
ア
北
側
の
空
閑
地
を
活
用
し

た
「
市
街
地
中
心
部
賑
わ
い
創
出
事
業
」

は
、
活
用
策
の
案
を
基
に
、
市
街
地
の

活
性
化
や
市
民
生
活
の
向
上
に
向
け
た

検
討
を
行
い
、
ま
た
、
中
央
公
民
館
を

活
用
し
た
複
合
文
化
施
設
を
整
備
す
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
具
体
的
な
計
画

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　

 

日
田
づ
く
り
の
推
進

　

24
年
７
月
の
大
水
害
の
よ
う
な
天
災

が
発
生
し
て
も
、
市
民
の
安
全
を
守
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
防
災
対
策

が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
25

年
度
に
改
訂
し
た
「
地
域
防
災
計
画
」

に
基
づ
き
、
災
害
時
の
市
民
へ
の
情
報

伝
達
を
迅
速
、
確
実
に
行
う
と
と
も
に
、

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
「
共
助
」
の
取

組
を
更
に
強
化
す
る
た
め
の
施
策
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

健
康
的
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
健
康
づ

く
り
の
機
会
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

疾
病
そ
の
も
の
を
予
防
す
る
「
一
次
予

防
」
を
促
進
し
ま
す
。

　
現
在
、
作
業
を
進
め
て
い
る
「
子
供
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
は
、
26
年
度

中
に
策
定
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

一
方
、
学
校
現
場
に
お
い
て
は
、
子

供
た
ち
が
安
心
し
て
学
び
、
育
つ
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
大
山
小
中
学
校
校

舎
、
屋
内
運
動
場
及
び
東
渓
中
学
校
校

舎
の
建
て
替
え
な
ど
、
施
設
の
計
画
的

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
小
中
学
校
施

設
の
耐
震
補
強
工
事
は
26
年
度
で
全
て

完
了
し
、
新
た
に
非
構
造
部
材
の
耐
震

化
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
水
郷
ひ
た
の

　
　
　

 

水
と
森
づ
く
り
の
推
進

　
水
郷
ひ
た
の
清
流
を
後
世
に
残
す
た
め
、

定
期
的
な
水
質
検
査
の
実
施
に
加
え
、

新
た
に
市
民
参
加
に
よ
る
水
質
等
の
調

査
を
行
い
、
河
川
環
境
保
全
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
水
質

保
全
や
市
民
、
事
業
者
の
意
識
改
革
を

図
る
た
め
の
条
例
制
定
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
森

林
の
保
全
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
多
様
な

活
用
策
は
、
森
林
・
林
業
の
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
の
中
で
具
体
的
に
検
討
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
大
山
ダ
ム
水
源
地
域
整
備

計
画
」
に
基
づ
く
、
田
来
原
美
し
い
森
づ

く
り
公
園
に
つ
い
て
は
、
健
康
と
森
づ
く

り
を
テ
ー
マ
と
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

以
上
６
つ
の
重
要
課
題
を
重
点
に
、
26

年
度
の
市
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 〝
自
治
基
本
条
例
を
「
ま
ち
づ
く
り
の
バ

イ
ブ
ル
」
と
し
て
市
政
運
営
に
努
め
る
〞

　

平
成
26
年
度
は
、
日
田
市
が
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
す
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
の
年
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
就
任
当
初
か
ら
「
市
民
の
市

民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
日
田
市
政
」

の
確
立
を
目
指
し
、
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
が
問

わ
れ
る
年
で
も
あ
り
、
ま
た
、
私
自
身

に
と
り
ま
し
て
も
、
市
長
と
し
て
１
期

４
年
の
仕
上
げ
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
６
つ
の
重
要
課
題
を
柱

に
着
実
に
業
務
を
遂
行
し
、
第
５
次
日

田
市
総
合
計
画
に
掲
げ
た
将
来
都
市
像

「
人
と
自
然
が
共
生
し
、
や
す
ら
ぎ
・
活

気
・
笑
顔
に
満
ち
た
交
流
都
市
」
の
実
現

を
目
指
し
、
勇
気
と
情
熱
を
も
っ
て
市
政

運
営
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４

５６

　

２
月
26
日
開
会
の
平
成
26
年
第
１
回
市
議

会
定
例
会
で
原
田
市
長
が
平
成
26
年
度
の
施

政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
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平成26年度

当初予算
　平成26年第１回市議会定例会で議決された平成26年度当初予算の概要についてお知らせします。

前
年
度
に
比
べ　
　
　

　
　
　

 　
26
億
４
２
２
３
万
円
の
減
少

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は

３
７
５
億
８
１
５
８
万
円
と
な
り
、
前

年
度
と
比
較
し
て
26
億
４
２
２
３
万
円

減
少
し
ま
し
た
。

 

今
年
度
は
、
平
成
27
年
度
以
降
に
地
方

交
付
税
の
優
遇
措
置
が
削
減
さ
れ
る
な

ど
、
今
後
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
て
、
実
施
計
画
の
策
定
を
通
じ
、
臨

時
的
な
事
業
の
計
画
的
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
経
常
的
経
費
に
は
予
算
要
求

段
階
で
の
シ
ー
リ
ン
グ
（
上
限
枠
）
を

設
け
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
地
方
税
や
地
方
交
付
税

な
ど
の
一
般
財
源
の
確
保
に
努
め
、
ま

た
、
地
方
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
っ

て
増
加
す
る
地
方
消
費
税
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
社
会
保
障
施
策
に
要
す
る
経

費
に
充
て
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
に

よ
る
住
民
生
活
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、
臨
時
福
祉
給
付
金
（
簡
素
な
給

付
措
置
）
や
子
育
て
世
帯
の
消
費
の
下

支
え
を
図
る
観
点
か
ら
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
給
付
措
置
を
行
う
と
と

も
に
、
地
域
経
済
へ
の
対
応
と
し
て
、

地
域
生
活
道
整
備
事
業
や
小
中
学
校
の

校
舎
建
設
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費
に

前
年
を
大
き
く
上
回
る
予
算
措
置
を
行

い
ま
し
た
。

　
財
政
課
財
政
係

　
☎
㉒
８
６
３
４
（
市
役
所
４
階
）

自主財源
30％

　
　　　　

　
　
　
　
　

　　
　　　　　

　
　
依
存
財

源70％

歳入合計
375億
8,158万円

歳出合計
375億
8,158万円

市税 20.3％
76億4,092万円

扶助費 18.3％
68億9,467万円

普通建設事業費
16.6％
62億3,947万円

人件費 15.1％
56億7,598万円物件費 13.7％

51億5,489万円

公債費 13.4％
50億2,400万円

繰出金 12.0％
45億2,208万円

補助費等
6.9％
25億8,678万円

補助費等
6.9％
25億8,678万円

貸付金 2.2％
8億2,462万円

その他 0.2％
7,805万円

維持補修費 1.0％
3億7,490万円

災害復旧事業費 0.6％
2億614万円

繰入金 3.7％
13億7,442万円
諸収入 3.1％
11億4,293万円

繰入金 3.7％
13億7,442万円
諸収入 3.1％
11億4,293万円

使用料及び手数料 1.8％
6億7,377万円

分担金及び負担金 1.0％
3億9,023万円

その他 0.1％
5,369万円

地方交付税 35.1％
132億円

国庫支出金
13.9％
52億2,022万円

市債
9.4％
35億3,970万円

県支出金
8.1％
30億2,970万円

県支出金
8.1％
30億2,970万円

地方消費税交付金
2.2％ 8億1,900万円
（※１）

地方譲与税
1.0％ 3億8,100万円

その他 0.3％
1億1,600万円

（※１）地方消費税交付金
のうち、地方消費税率引
上げ分は1億3,650万円。

一般会計 歳出 性質別グラフ 一般会計 歳入

5 2014. 4. 1 

用語説明

民生費 30.8％
115億6,982万円

公債費 13.4％
50億2,400万円

教育費 12.4％
46億5,059万円

総務費 11.5％
43億708万円

土木費 11.2％
42億640万円

衛生費 7.4％
27億7,464万円

農林水産費 5.0％
18億7,669万円
商工費 3.9％
14億8,287万円

消防費 2.8％
10億4,014万円
議会費 0.8％
3億246万円
災害復旧費 0.5％
2億614万円
労働費 0.2％
8,725万円
その他 0.1％
5,350万円

会計名称 予算額
国民健康保険 
後期高齢者医療 
介護保険 
診療所事業 
簡易水道事業 
給水施設事業 
公共下水道事業 
特定環境保全公共下水道事業
農業集落排水事業 
住宅新築資金等貸付事業 
情報センター事業

収益的収入　
収益的支出　
資本的収入　
資本的支出　

92億7,512万円
8億4,804万円
66億7,771万円
1億8,573万円
6億986万円
1,609万円

20億8,505万円
3,598万円

2億3,098万円
311万円

5億8,427万円
10億4,947万円
8億451万円
5億6,778万円
14億5,162万円

特
別
会
計

水道事業

[一般会計]行政運営の基本的な
事業を経理する会計
[特別会計]特定事業に限定した
収支を経理する会計
[地方交付税]どこの市町村も一
定水準のサービスが提供でき
るように、国から交付される
お金
[地方譲与税]国が徴収した自動
車重量税等から市へ配分され
交付されるお金
[市債]市が大きな事業をすると
きに国や銀行等から借りるお金。
市の借金
[国庫（県）支出金]市が行う事
業に対して国（県）から交付
されるお金
[分担金及び負担金]一定の事業

で特定の利益を受ける人に負
担してもらうお金
[繰入金]基金として積み立てて
いたお金などを取り崩して収
入とするお金
[扶助費]高齢者や児童などに対
して行う様々な支援に要する
経費
[普通建設事業費]公共施設の
新・増設などに要する経費
[人件費]職員や特別職の給与、
議員の報酬など
[物件費]賃金、旅費、施設の維
持管理などに要する経費
[公債費]市の借入金の元金及び
利子の償還に要する経費
[補助費等]補助金の交付や負担
金の拠出に要する経費

一般会計 歳出 目的別グラフ

歳
出
合
計
３
７
５
億
８
１
５
８
万
円

当初予算額の推移 （百万円）

37,581

26年度

40,223

25年度

38,112

24年度

38,095

23年度

36,387

22年度

35,534

21年度
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平成26年度

主な事業とその予算額
　４・５ページでお伝えした平成26年度当初予算に基づき、本年度も多くの事業（取組）が
実施されます。その中でも特に最重要課題として取り組んでいく事業を抜粋して紹介します。
※赤字は新規事業。

　
水
害
か
ら
の
早
期
復
旧
と
復
興

▼
農
地
及
び
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
（
24
年
災
）　
　
／
３
８
２
７
万
円

▼
林
地
及
び
林
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
（
24
年
災
）　
　
／
７
７
１
７
万
円

　
　
平
成
24
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
被
災

し
た
農
地
や
農
業
用
施
設
、
林
道
、
作

業
道
の
復
旧
を
行
う
。

　
市
民
参
加
に
よ
る

　
　
　

 

開
か
れ
た
市
政
の
実
現

▼
ふ
る
さ
と
納
税
（
水
郷
ひ
た
応
援
基
金
）

促
進
事
業　
　
　
　
　
／
３
１
９
万
円

　
　
寄
附
者
に
市
の
特
産
品
を
贈
呈
す
る

な
ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
「
水
郷
ひ
た
応

援
基
金
」
制
度
の
見
直
し
や
Ｐ
Ｒ
等
に

取
り
組
む
。

　
将
来
を
見
据
え
た

　
　
　
　

 

行
財
政
改
革
の
推
進

▼
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
作
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
１
０
７
６
万
円

　
　
各
種
公
共
施
設
の
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
管
理
計
画
を
作
成
し
、
存
廃
を
含

め
た
再
編
を
進
め
、
行
政
財
産
の
効
率

的
活
用
を
図
る
。

　
人
が
い
き
い
き
と
輝
く

　
　
　
　
　
　
　

 

日
田
の
創
造

▼
市
街
地
中
心
部
賑
わ
い
創
出
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
１
５
７
９
万
円

　
　
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

活
用
策
の
案
を
基
に
市
街
地
中
心
部
の

有
効
活
用
の
た
め
の
基
本
計
画
策
定
を

行
う
。

▼
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
１
６
７
１
万
円

　
　
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
機
会
の

創
出
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
日
田
市
雇

用
創
造
協
議
会
へ
の
支
援
を
行
う
。

▼
つ
え
エ
ー
ピ
ー
加
工
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
１
３
９
６
万
円

　
　
株
式
会
社
つ
え
エ
ー
ピ
ー
の
加
工
施

設
、
機
械
等
の
整
備
に
対
し
て
補
助
を

行
う
。

▼
新
し
い
日
田
の
森
林
・
林
業
・

　
　
木
材
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
８
０
０
万
円

　
　
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
を
図
る
た

め
の
指
針
と
な
る
「
新
し
い
日
田
の
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
す
る
。

▼
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
／
２
億
２
５
０
万
円

　
　
日
田
資
源
開
発
事
業
協
同
組
合
に
よ

る
木
く
ず
だ
き
ボ
イ
ラ
ー
等
の
施
設
整

備
や
協
同
組
合
Ｋ
Ｄ
日
田
に
よ
る
乾
燥

機
等
の
導
入
に
対
す
る
補
助
等
を
行
う
。

▼
ウ
ッ
ド
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
２
工
区
森
林
等
再
生
整
備

　
　
　
　
　
　
　
／
１
億
６
０
７
５
万
円

　
　
ウ
ッ
ド
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
第
２
期
計

画
地
の
工
事
中
止
に
伴
い
、
地
権
者
会

と
の
原
状
回
復
等
に
対
す
る
合
意
書
に

基
づ
き
、
農
地
や
森
林
等
の
整
備
を
行
う
。

１２３

４
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安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　

 

日
田
づ
く
り
の
推
進

▼
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
１
２
７
８
万
円

　
　
市
民
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
係

る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
新
制
度
開
始
に

向
け
た
事
業
計
画
の
策
定
等
と
と
も

に
、
新
制
度
に
基
づ
く
施
設
入
園
手
続

の
周
知
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

す
る
。

▼
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
／
１
億
８
９
８
１
万
円

　
　
中
学
生
ま
で
の
子
供
に
係
る
医
療
費

を
助
成
し
、
子
供
を
養
育
し
て
い
る
家

庭
に
対
す
る
経
済
的
支
援
を
行
う
。

▼
自
主
防
災
組
織
活
性
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
２
８
０
万
円

　
　
自
治
会
等
の
防
災
備
品
購
入
や
訓
練

に
対
す
る
補
助
を
行
い
、
自
主
防
災
組

織
の
活
性
化
を
行
う
。

▼
災
害
備
蓄
拠
点
整
備
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
１
０
０
万
円

　
　
災
害
発
生
時
に
必
要
な
資
機
材
や
避

難
時
の
食
料
な
ど
の
備
蓄
品
の
消
費
期

限
等
を
考
慮
し
、
計
画
的
な
更
新
を
行

う
。

▼
防
災
士
養
成
事
業　
　
　
　
／
42
万
円

　
　
自
主
防
災
組
織
に
地
域
防
災
の
リ
ー

ダ
ー
的
役
割
を
担
う
防
災
士
を
配
置
す

る
と
と
も
に
、
研
修
会
を
実
施
し
、
自

主
防
災
組
織
の
活
性
化
を
図
る
。 

▼
小
中
学
校
校
舎
等
新
増
改
築
事
業

　
　
　
　
　
　
　
／
18
億
６
５
７
９
万
円

　
　
校
舎
等
の
改
築
等
（
三
芳
小
・
咸
宜

小
・
東
渓
中
）
と
小
中
一
貫
校
（
津

江
・
大
山
）
の
新
設
等
を
行
う
。

▼
小
中
学
校
屋
内
運
動
場
非
構
造
部
材

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耐
震
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
１
２
３
１
万
円

　
　
屋
内
運
動
場
（
小
学
校
…
日
隈
・
若

宮
・
光
岡
・
朝
日
・
三
和
・
小
野
、
中

学
校
…
東
部
・
南
部
・
北
部
・
戸
山
）

の
非
構
造
部
材
耐
震
化
の
実
施
設
計
及

び
光
岡
・
朝
日
小
学
校
の
大
規
模
改
修

の
実
施
設
計
を
行
う
。

　
水
郷
ひ
た
の

　
　
　

 

水
と
森
づ
く
り
の
推
進

▼
市
有
林
活
用
モ
デ
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
１
８
０
１
万
円

　
　
市
有
林
の
一
部
を
間
伐
し
、
ス
パ
イ

ス
の
森
づ
く
り
と
し
て
林
間
わ
さ
び
ほ

場
の
整
備
を
行
う
。
ま
た
、
森
づ
く
り

大
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
市
有
林
へ

の
植
樹
を
行
う
。

▼
大
山
ダ
ム
水
源
地
域
整
備

　
　
　
　
　
　
　
／
７
億
９
６
７
９
万
円

　
　
大
山
ダ
ム
水
源
地
域
整
備
計
画
に
基

づ
き
田
来
原
公
園
（
大
山
町
）
の
整
備

を
行
う
。

▼
河
川
水
質
向
上
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
５
６
５
万
円

　
　
定
期
的
な
河
川
水
質
検
査
の
実
施
に

加
え
、
市
民
参
加
に
よ
る
水
質
等
の
調

査
や
清
流
保
全
の
条
例
整
備
に
向
け
た

取
組
を
行
い
、
河
川
環
境
保
全
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

▼
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
３
４
９
１
万
円

　
　
生
活
環
境
の
整
備
及
び
河
川
の
水
質

保
全
の
た
め
、
公
共
下
水
道
事
業
計
画

区
域
外
等
に
お
け
る
合
併
浄
化
槽
設
置

者
に
補
助
を
行
う
。

【
問
合
せ
】

　
財
政
課
財
政
係

　
☎
㉒
８
６
３
４
（
市
役
所
４
階
）　

５

６
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市
民
・
市
議
会
・
市
長
の
関
係

日田市自治基本条例を施行します
　今月（４月１日）から、日田市自治基本条例が施行されました。
　この条例は、「まちづくりの主体は市民である」ことと「参画と協働によるまちづくり」を主旨としています。
　今月号から日田市自治基本条例の全文を紹介し、各条文について説明します。
　自治基本条例は、前文と８章29条で構成されています。
　今回は、前文から第２章「市民の権利及び責務等」までについて説明します。

前
文

　
私
た
ち
の
ま
ち
日
田
市
は
、
阿
蘇
、
く

じ
ゅ
う
山
系
や
英
彦
山
系
の
美
し
い
山
々

に
囲
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
山
で
育
ま
れ
た
豊

富
な
水
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
水

郷
ひ
た
」
と
呼
ば
れ
、
山
紫
水
明
の
豊
か

な
自
然
に
満
ち
溢
れ
た
ま
ち
で
す
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
北
部
九
州
の
各
地

を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
に
あ
り
、
江
戸
時

代
に
は
幕
府
直
轄
地
で
あ
る
天
領
と
し

て
繁
栄
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
、
廣
瀬

淡
窓
が
開
い
た
「
咸
宜
園
」
で
は
、
個

性
を
尊
重
す
る
教
育
が
行
わ
れ
、
優
秀

な
人
材
の
輩
出
に
貢
献
し
た
文
教
の
ま

ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
先
人
が
守
り
育
て
て

き
た
素
晴
ら
し
い
自
然
、
歴
史
、
文
化

に
満
ち
た
こ
の
ま
ち
に
、
私
た
ち
は
、

誇
り
と
責
任
を
持
ち
、
こ
れ
ら
を
よ
り

発
展
さ
せ
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
と
と
も
に
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

み
ん
な
が
し
あ
わ
せ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
構
築
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
、
市
議
会
及

び
市
長
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
や
役
割

を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
互
い
に
協
力

し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

よ
っ
て
、
こ
こ
に
ま
ち
づ
く
り
の
主

体
は
市
民
で
あ
る
と
い
う
理
念
の
も
と

こ
の
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

<

解
説>

　

前
文
は
、
こ
の
条
例
の
制
定
に
あ
た

っ
て
、
自
治
（
＝
自
ら
の
こ
と
を
自
ら

の
手
で
行
う
こ
と
）
の
基
本
的
な
考
え

方
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち

づ
く
り
の
主
体
は
「
市
民
」
で
あ
る
と

い
う
理
念
の
下
、
市
民
や
市
議
会
、
市

長
等
が
共
に
手
を
携
え
て
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
決
意
を
表
明

す
る
も
の
で
す
。

第
一
章　
総
則

【
第
１
条
（
目
的
）
】

　

こ
の
条
例
は
、
市
民
の
権
利
及
び
責

務
、
市
議
会
及
び
市
長
等
の
責
務
を
明

ら
か
に
し
、
本
市
に
お
け
る
自
治
の
基

本
原
則
及
び
市
政
運
営
に
関
す
る
基
本

的
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
、

市
議
会
及
び
市
長
等
が
互
い
に
理
解
を

深
め
信
頼
し
合
う
関
係
を
築
く
こ
と
で
、

市
民
を
主
体
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

<

解
説>

　

第
１
条
は
、
こ
の
条
例
で
規
定
し
て

い
る
内
容
の
概
要
を
示
す
と
と
も
に
、

条
例
の
目
的
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
の
目
的
は
「
市
民
を
主
体

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
図
る
こ

と
」
で
す
。

　
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
民

や
市
議
会
、
市
長
等
の
責
務
等
を
明
ら

か
に
し
て
、
「
自
治
」
の
基
本
原
則
や
市

　

市
役
所
は
、
福
祉
、
教
育
、
道
路
、

上
下
水
道
な
ど
、
市
民
生
活
と
深
く
関

わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
仕
事
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
が
十
分
反
映
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
市
民
全
て
が
集
ま
り
、
市

政
を
運
営
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
の
で
、

市
民
の
代
表
と
し
て
市
議
会
議
員
や
市

長
を
選
挙
に
よ
っ
て
選
び
、
市
政
の
運

営
を
任
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

市
長
は
、
市
政
の
方
針
や
重
要
な
事

項
を
議
案
と
し
て
市
議
会
に
提
案
し
、

市
議
会
は
、
提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
審
議
し
決
定
し
ま
す
。
そ
の
決
定
に
沿

っ
て
、
市
長
等
は
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
議
会
は
、
市
政
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
議
会
と
市
長
は
独

立
・
対
等
な
立
場
に
あ
り
、
お
互
い
に

尊
重
し
、
議
論
し
合
い
な
が
ら
よ
り
良

い
市
政
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

行政サービス
議会だより
・本会議公開

予算・条例の提案

請願・陳情

議会報告会

市議会
（議決機関）

市長
（執行機関）

選挙
意見・要望

市民

議決・調査・検査
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政
運
営
の
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
こ

と
、
そ
し
て
、
市
民
や
市
議
会
、
市
長

等
が
お
互
い
に
理
解
を
深
め
て
信
頼
関

係
を
強
く
す
る
こ
と
で
、
「
市
民
一
人

ひ
と
り
が
誇
り
を
持
っ
て
、
安
心
し
て

し
あ
わ
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

【
第
２
条
（
条
例
の
位
置
付
け
）
】

　

こ
の
条
例
は
、
本
市
に
お
け
る
自
治

及
び
市
政
運
営
の
基
本
的
な
事
項
に
関

す
る
最
高
規
範
で
あ
り
、
市
民
、
市
議

会
及
び
市
長
等
は
、
こ
の
条
例
の
趣
旨

を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

市
議
会
及
び
市
長
等
は
、
他
の
条

例
、
規
則
そ
の
他
の
規
程
の
制
定
改

廃
及
び
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の

条
例
に
定
め
る
事
項
と
の
整
合
性
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
政
運

営
上
の
必
要
な
計
画
を
策
定
す
る
場

合
も
同
様
と
す
る
。

<

解
説>

　

第
２
条
は
、
日
田
市
の
例
規
体
系
に

お
け
る
、
こ
の
自
治
基
本
条
例
の
位
置

付
け
等
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

【
第
３
条
（
定
義
）
】

　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

⑴　

市
民　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
を
い
う
。

　
　

ア　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

（
以
下
「
住
民
」
と
い
う
）

　
　

イ　

市
内
に
通
勤
又
は
通
学
を
す

る
者

　
　

ウ　

市
内
に
お
い
て
営
利
又
は
非

営
利
の
事
業
活
動
を
行
う
個
人
又

は
法
人
そ
の
他
の
団
体

　

⑵　

市
長
等　

市
長
、
教
育
委
員

会
、
選
挙
管
理
委
員
会
そ
の
他
の
執

行
機
関
及
び
当
該
執
行
機
関
の
事
務

等
に
従
事
す
る
職
員
を
い
う
。

　

⑶　

ま
ち
づ
く
り　

住
み
よ
い
地
域

社
会
を
つ
く
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
取

組
を
い
う
。

　

⑷　

市
民
参
画　

市
の
政
策
立
案
等

の
過
程
に
お
い
て
市
民
が
主
体
的
に

か
か
わ
る
こ
と
を
い
う
。

　

⑸　

協
働　

ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ

る
多
様
な
主
体
が
地
域
の
課
題
と
目

標
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と

役
割
分
担
に
基
づ
き
、
互
い
に
対
等

な
立
場
で
連
携
し
、
協
力
す
る
こ
と

を
い
う
。

　

⑹　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

自
治

会
、
子
ど
も
会
、
老
人
会
そ
の
他
の

地
域
住
民
で
自
主
的
に
構
成
さ
れ
当

該
地
域
に
関
す
る
組
織
等
を
い
う
。

<

解
説>

　

こ
の
条
例
の
解
釈
に
あ
た
り
、
重
要

と
な
る
用
語
を
掲
げ
、
そ
の
言
葉
の
意

味
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
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は
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
が
市
民
で
あ
る
と

い
う
自
覚
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
当
た
っ
て
は
目

の
前
の
こ
と
だ
け
に
捉
わ
れ
る
の
で
は
な

く
、
次
の
世
代
の
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

第
２
項
で
は
、
市
民
の
参
画
に
対
す

る
責
務
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

る
互
い
の
立
場
や
意
見
を
尊
重
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
個
人
の
利
益

だ
け
で
は
な
く
地
域
全
体
の
利
益
を
考

慮
し
た
責
任
あ
る
発
言
や
行
動
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

第
３
項
で
は
、
「
共
助
」
に
つ
い
て

規
定
し
て
い
ま
す
。
自
治
の
基
本
原
則

で
あ
る
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
考

え
方
か
ら
、
ま
ず
は
市
民
同
士
で
の
話

合
い
を
す
る
こ
と
（
共
助
）
の
重
要
性

を
表
し
て
い
ま
す
。

【
第
７
条

　
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
等
）
】

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
様
々
な
活

動
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
発
展
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。

２　

市
民
は
、
地
域
に
お
け
る
相
互
扶

助
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
加
入
し
、
そ
の
活
動
に

参
加
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

で
果
た
す
「
責
務
」
と
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
市
民
の
責
務
に
つ
い
て
定

め
て
い
ま
す
。

　

第
１
項
で
は
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
責
務
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

ま
す
。

　
地
域
の
こ
と
を
一
番
知
っ
て
い
る
市
民

の
視
点
や
協
力
が
な
け
れ
ば
、
地
域
の

様
々
な
課
題
を
効
果
的
に
解
決
し
て
い
く

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
市
民

３　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
そ
の
活

動
内
容
及
び
運
営
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
活
動
に
つ

い
て
地
域
住
民
の
理
解
及
び
共
感
を

得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

４　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
そ
の
活

動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
地
域
住

民
の
参
加
及
び
協
力
の
機
会
を
確
保

し
、
必
要
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

５　

市
長
等
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
運
営

等
に
つ
い
て
自
主
性
を
尊
重
し
な
が

ら
助
言
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

<

解
説>

 

こ
こ
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役

割
な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
項
で
は
、
自
治
の
担
い
手
の
一

つ
で
あ
る
自
治
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
地

域
の
発
展
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
を

規
定
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
項
で
は
、
市
民
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
等
へ
の
参
加
に
つ
い
て
規

定
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
加
入
を
市

民
に
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
自
治
会
は
、
防
災
や
防
犯
、
子
供

や
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
、
地
域
の
生

活
環
境
の
維
持
改
善
な
ど
、
公
共
的
な

課
題
を
解
決
し
て
い
く
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
市
民
が
積
極
的

に
加
入
し
、
ま
た
、
そ
の
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
項
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
市
民
が
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ

う
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
活
動
状
況

（
活
動
時
の
写
真
）
や
総
会
資
料
（
決

算
な
ど
）
を
公
開
し
、
住
民
の
理
解
と

共
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

第
４
項
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
、
継
続
的
か
つ
活
発
的
に
活
動
を
行

っ
て
い
く
た
め
に
、
地
域
住
民
が
参
加

し
や
す
く
な
る
よ
う
、
例
え
ば
、
広
報

誌
を
発
行
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
の
取
組
の
必
要

性
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

第
５
項
で
は
、
市
長
等
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
の
た
め
に
、

必
要
に
応
じ
て
財
政
支
援
や
情
報
提
供

等
、
活
動
に
対
す
る
支
援
策
を
講
ず
る

こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
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【
第
４
条
（
自
治
の
基
本
原
則
）
】

　

こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
、
本
市
の
自
治
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
基
本
原
則
に
基
づ
い
て
行
う
も
の

と
す
る
。

　

⑴　

市
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で

あ
り
、
市
議
会
及
び
市
長
等
は
市
民

の
自
主
性
を
尊
重
し
、
そ
の
取
組
を

支
援
す
る
こ
と
。

　
⑵　
年
齢
、
性
別
等
を
問
わ
ず
、
市
民

参
画
の
機
会
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
。

　
⑶　
市
民
、
市
議
会
及
び
市
長
等
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
共
有

す
る
た
め
、
互
い
に
情
報
提
供
に
努

め
る
こ
と
。

　

⑷　

市
議
会
及
び
市
長
等
は
、
市
政

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る

こ
と
。

<

解
説>

　

第
１
条
に
定
め
る
目
的
を
遂
行
す
る

た
め
に
、
市
民
や
市
議
会
、
市
長
等
が

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の

基
本
的
な
ル
ー
ル
と
し
て
、
４
つ
の
原

則
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

第
１
号
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体

は
「
市
民
」
で
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
が
積

極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す

る
も
の
で
す
が
、
一
方
で
強
制
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
自
主
性
を

尊
重
し
た
上
で
、
市
議
会
や
市
は
、
そ

の
取
組
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

「
支
援
」
と
は
、
「
自
分
で
で
き
る

こ
と
は
自
分
で
行
う
。
（
＝
自
助
）
そ
れ

が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
地
域
で
行
う
。

（
＝
共
助
）
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
行

政
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
。
（
＝
公

助
）
」
と
い
っ
た
補
完
性
の
原
則
に
基

づ
い
て
支
援
す
る
こ
と
で
す
。

　

第
２
号
で
は
、
市
民
参
画
に
つ
い
て

規
定
し
て
い
ま
す
。

　

第
５
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
市
民
は
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る

権
利
を
有
し
て
い
ま
す
の
で
、
年
齢
や

性
別
な
ど
に
関
わ
り
な
く
、
多
く
の
市

民
が
市
政
に
参
画
す
る
機
会
が
保
障
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　　

第
３
号
で
は
、
情
報
の
提
供
に
つ
い

て
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
に

は
、
市
政
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

市
民
が
知
り
得
る
環
境
づ
く
り
が
重
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
、
市
民
や
市

議
会
、
市
長
等
の
三
者
が
等
し
く
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
を
原
則
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
互

い
に
積
極
的
に
情
報
提
供
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
第
４
号
で
は
、
市
議
会
や
市
長
等
の
説

明
責
任
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
参
画
と
協
働

に
よ
っ
て
進
め
る
た
め
に
は
、
市
民
や

市
議
会
、
市
長
等
が
強
い
信
頼
関
係
で

結
ば
れ
、
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
議
会
及
び
市
長
等
は
、

市
政
に
関
し
、
様
々
な
場
面
で
説
明
責

任
（
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
）
を
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
二
章　
市
民
の
権
利
及
び
責
務
等

【
第
５
条
（
市
民
の
権
利
）
】

　

市
民
は
、
日
本
国
憲
法
及
び
法
令
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
権
利
を
有
す
る
と
と

も
に
、
次
に
掲
げ
る
権
利
を
有
す
る
。

　

⑴　

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
、
意
見

を
表
明
し
、
又
は
提
案
す
る
権
利

　

⑵　

市
政
運
営
に
関
す
る
情
報
を
知

る
権
利

<

解
説>

　

市
民
の
権
利
は
、
日
本
国
憲
法
な
ど

で
保
障
さ
れ
て
い
る
国
民
の
権
利
な
ど

を
有
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、

こ
こ
で
は
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
市
民
の
基
本

的
な
権
利
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

　

第
１
号
で
は
、
市
民
が
、
ま
ち
づ
く

り
に
対
し
て
「
参
画
」
「
意
見
の
表
明
」

「
意
見
の
提
案
」
を
行
う
権
利
が
あ
る

こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

第
２
号
で
は
、
市
政
運
営
に
つ
い
て

「
市
民
の
情
報
を
知
る
権
利
」
を
規
定

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
の
第
４
条
第
３
号
で
情
報

の
共
有
化
を
自
治
の
基
本
原
則
と
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
「
情
報
を
知
る
権
利
」

は
、
そ
の
「
情
報
の
共
有
化
」
を
図
る

た
め
の
重
要
な
権
利
で
す
。
さ
ら
に
は
、

こ
の
「
情
報
を
知
る
権
利
」
の
保
障
こ

そ
が
、
市
民
等
が
ま
ち
づ
く
り
や
市
政

運
営
に
参
画
し
、
市
長
等
と
協
働
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
前
提
条
件

と
な
り
ま
す
。

【
第
６
条
（
市
民
の
責
務
）
】

　

市
民
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
、
次
の
世
代
の
こ
と

も
考
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。

２　

市
民
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
互
い
に
尊
重
し

な
が
ら
、
自
ら
の
発
言
及
び
行
動
に

責
任
を
持
つ
も
の
と
す
る
。

３　

市
民
は
、
地
域
に
お
け
る
課
題
等

に
つ
い
て
、
市
民
同
士
で
の
話
合
い

を
通
じ
、
課
題
の
解
決
に
向
か
う
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

<

解
説>

　

市
民
に
は
、
権
利
が
あ
る
と
同
時
に

責
務
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
法
的
な
「
義
務
」
と
し

て
強
制
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
責
任
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日田市自治基本条例②

【
第
８
条
（
子
ど
も
の
権
利
等
）
】

　

子
ど
も
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す

る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

子
ど
も
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に

応
じ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３　

市
民
及
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
、
子
ど
も
が
未
来
を
担
う
大
事
な

存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
地
域

に
お
け
る
世
代
間
交
流
や
見
守
り
活

動
等
に
よ
り
、
子
ど
も
の
健
全
育
成

及
び
安
全
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

４　

市
長
等
は
、
子
ど
も
が
ま
ち
づ
く

り
に
関
し
て
自
ら
の
意
見
を
表
明
で

き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も

に
、
表
明
さ
れ
た
意
見
を
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
す
る
仕
組
み
の
構
築
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

５　

市
長
等
は
、
咸
宜
園
教
育
の
理
念

を
生
か
す
と
と
も
に
、
教
育
環
境
の

充
実
等
を
図
り
、
子
ど
も
の
健
全
育

成
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

<

解
説>

　
第
８
条
は
、
「
子
ど
も
」
も
当
然
「
市

民
」
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
「
子
ど
も
」

は
、
将
来
の
自
治
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
あ
え
て
「
市
民
」
と
は
別
に
「
子

ど
も
の
権
利
」
や
「
子
ど
も
に
対
し
て
、

市
民
や
行
政
な
ど
が
果
た
す
べ
き
役
割
」

な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

第
１
項
で
は
、
子
供
に
は
参
政
権
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
供
も
「
ま
ち
づ
く

り
参
加
権
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
項
で
は
、
子
供
も
地
域
の
祭
り

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
応
じ
た
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
役
割
が
あ
る
こ
と
を

表
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
項
で
は
、
子
供
が
、
将
来
の
日

田
市
を
担
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

地
域
か
ら
羽
ば
た
い
て
、
将
来
の
日

本
、
さ
ら
に
は
世
界
で
活
躍
す
る
よ
う

な
人
材
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
市
民
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
子
供
た
ち
の

健
全
育
成
や
安
全
の
確
保
に
努
め
る
こ

と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

第
４
項
で
は
、
子
供
た
ち
の
考
え
も

参
考
に
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
表

し
て
い
ま
す
。

　

第
５
項
で
は
、
子
供
の
教
育
や
健
全

育
成
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
先
哲
で
あ
る
廣
瀬
淡
窓
が
開

い
た
私
塾
「
咸
宜
園
」
で
の
教
育
理
念

を
学
校
経
営
に
生
か
す
こ
と
、
ま
た
、

学
校
校
舎
の
建
替
え
や
教
室
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
子
供
た
ち
が
学

び
や
す
い
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
と
し
て
子
ど
も

医
療
費
の
助
成
を
行
う
な
ど
、
子
供
た

ち
の
学
ぶ
環
境
、
遊
ぶ
環
境
、
子
供
を

産
み
育
て
や
す
い
環
境
な
ど
を
整
備

し
、
子
供
の
健
全
育
成
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
言
う
「
咸
宜
園
教
育
の
理
念

を
生
か
す
」
と
は
、
当
時
の
咸
宜
園
で

行
わ
れ
て
い
た
教
育
方
法
の
う
ち
、

「
敬
天
」
「
咸
宜
」
「
治
め
て
後
、
学

ば
せ
る
」
と
い
う
理
念
を
、
現
在
の
教

育
現
場
に
お
い
て
、
そ
の
理
念
を
学
校

経
営
の
中
に
取
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

「
敬
天
」
と
は
、
天
を
畏
れ
敬
う
と

い
う
淡
窓
独
自
の
発
想
で
、
正
し
い
こ

と
を
す
れ
ば
天
に
報
わ
れ
る
と
い
う
考

え
で
す
。
淡
窓
は
、
そ
の
実
践
と
し
て

一
万
の
善
（
良
い
行
い
）
を
積
む
こ
と

を
目
標
に
「
万
善
簿
」
に
自
分
の
日
常

の
行
動
を
善
行
と
悪
行
に
分
け
て
記
録

し
ま
し
た
。

　
塾
名
の
由
来
で
あ
る
「
咸
宜
」
と
は
、

「
咸
く
宜
し
」
（
全
て
の
こ
と
が
よ
ろ
し

い
）
と
い
う
意
味
で
、
個
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
指
導
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

最
後
に
「
治
め
て
後
、
学
ば
せ
る
」

と
は
、
学
び
に
向
か
わ
せ
る
に
は
、
ま

ず
生
活
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
い
う
考
え
を
説
い
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
理
念
を
生
か
し
、
日
田

市
の
小
中
学
校
で
は
各
学
校
が
創
意
工

夫
し
て
、
確
か
な
学
力
を
育
成
す
る
と

と
も
に
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を

育
て
る
特
色
あ
る
学
校
教
育
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

５月１日号では、
日田市自治基本条例の第３章「市議会の責務等」から
第５章「市政運営」までを詳しく解説します

【問合せ】企画課政策企画係☎㉒８２２７（市役所６階）

13 2014. 4. 1 

ひた女性人材育成倶楽部“キアラ”ステップアップ版 第４期生募集

地域で輝く女性のための
　　　　　“自分磨き”講座
　“キアラ”とは、イタリア語で「光り輝く」という意味です。
　「女性力」や「人間力」を磨き、自分自身をプロデュースしてみませんか。

[対象]　
　市内在住の20歳以上65歳以下の女性
[開催期間]
　５月～10月（全６回）午後７時～９時
[開催場所]　日田市役所
[参加費]　無料
[定員]　20人程度（抽選）
[申込方法]
　①住所 ②氏名 ③年齢 ④電話番号（昼間に連絡が取れる番号）
を明記し、電話・ファックス・メール・直接持参のいずれかの
方法でお申し込みください
[申込期限]　４月23日㈬必着
[問合せ]
　市民活動推進課活動支援・男女共同参画推進係（市役所２階）
　☎㉒７５１５㉒２２１０
　　katsudo@city.hita.oita.jp
※各振興局・振興センターでも受け付けます。
※内容等は一部変更になる場合があります。

◎こういう人におすすめ

募集要項

講師 年間スケジュール

“なりたい私" をかなえる講座　
～「自分力」を付ける一年に～ 

第１回
５月15日㈭

私の「キャリア」は私がプロデュース！ 
～仕事で求められる "私"とは～

第３回
７月

頑張る自分の味方を見付けよう！　
～私以外の人々から見る世界～

第４回
８月

私の「弱み」は私の「強み」　
～リードしていくスキル～

第５回
９月

チャレンジし続ける意味　
～「学び」を「アクション」に～

第６回
10月

私はスーパーマン　
～仕事と家庭 両立の先にあるもの～

第２回
６月19日㈭

佐藤敬子さん（別府大学准教授）
大学卒業後、横浜市で公立中学校教
諭として勤務。平成４年から大分県
の教育行政に携わり、全国各地でキ
ャリア教育や女性教育などの講演
会・研修の講師を務める。情報誌の
連載を始め、ラジオ番組にもレギュ
ラー出演中。楽しく分かりやすいお
話で多方面において活躍中。

過去の
キアラ受講生も
応募できます

今の自分に
ちょこっと
自信を付けたいなりたい自分に

なるための取組
方を知りたい 考え方の

「クセ」を
変えてみたい

行動に移す方法
を知りたい

相手に伝える力
を付けたい

自分の得意なこ
とを知りたい
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議
会
基
本
条
例
は
、
な
ぜ
必
要
な
の
か

　

議
会
は
市
長
に
対
し
、
政
策
の
立
案

や
事
務
執
行
の
監
視
・
評
価
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
長
は
議
会
に

対
し
、
施
策
や
予
算
の
提
案
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
議
会
と
行

政
又
は
市
民
と
の
関
係
や
議
会
の
責
務

な
ど
を
明
確
化
し
、
議
会
が
取
り
組
む

基
本
的
な
姿
勢
を
明
示
す
る
も
の
が
議

会
基
本
条
例
で
す
。

　

そ
し
て
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
た
政
策
提
案
、
積
極

的
な
情
報
公
開
、
公
平
性
、
公
正
性
及

び
透
明
性
の
確
保
、
政
策
活
動
へ
の
市

民
参
加
の
推
進
、
議
会
・
議
員
活
動
を

支
え
る
体
制
の
整
備
な
ど
の
取
組
を
今

後
も
持
続
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
議
会
及
び
議
員
が
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
等
の
基
本

的
事
項
を
定
め
、
そ
の
使
命
の
達
成
に

向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
決
意

し
、
こ
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

議
会
改
革
の
検
討

条
例
案
の
検
討

条
例
（
素
案
）
の
策
定
（
25
年
12
月
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

　
１
月
６
日
〜
２
月
４
日
（
31
件
）

議
会
基
本
条
例
（
素
案
）
市
民
説
明
会

　
１
月
23
日　
パ
ト
リ
ア
日
田
（
63
人
）

　
１
月
27
日　
大
山
公
民
館
（
19
人
）

条
例
案
の
上
程
（
26
年
３
月
定
例
会
）

条
例
制
定

議
会
基
本
条
例
を
制
定
！

市
民
と
と
も
に
歩
む
議
会
を
目
指
し
て

　
日
田
市
議
会
は
、
本
年
３
月
定
例
会
で
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
の
議
論
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
、
議
会
基

本
条
例
（
素
案
）
の
市
民
説
明
会
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

や
提
案
を
踏
ま
え
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

制
定
の
流
れ

市
民
・
市
議
会
・
市
長
の
関
係

行政サービス
議会だより
・本会議公開

予算・条例の提案

請願・陳情

議会報告会

市議会
（議決機関）

市長
（執行機関）

選挙
意見・要望

市民

議決・調査・検査
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議
会
活
動
の
基
本
原
則

・
公
正
性
、
透
明
性
及
び
信
頼
性
を
確

保
し
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
ま
す
。

・
市
民
に
対
し
、
議
会
活
動
の
情
報
公

開
及
び
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

・
市
民
の
意
思
を
市
政
及
び
議
会
活
動

に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

・
市
長
及
び
そ
の
他
の
執
行
機
関
の
市

政
運
営
を
監
視
し
ま
す
。

・
市
政
に
対
し
、
政
策
立
案
又
は
政
策

提
言
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

条
例
の
特
徴

・
危
機
管
理
（
第
６
条
）

　

大
規
模
災
害
等
緊
急
の
事
態
が
発
生

し
た
場
合
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応

す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

・
本
会
議
等
の
原
則
公
開
（
第
７
条
）

　

こ
れ
ま
で
委
員
会
等
の
傍
聴
に
つ
い

て
は
議
長
等
の
許
可
が
必
要
で
し
た
が
、

今
後
は
、
特
別
な
事
由
が
な
い
限
り

公
開
と
し
ま
す
。

・
請
願
・
陳
情
者
の
意
見
陳
述
（
第
７
条
）

　

請
願
及
び
陳
情
を
市
民
か
ら
の
政
策

提
案
と
し
て
受
け
止
め
、
特
別
な
事

由
が
な
い
限
り
、
提
出
者
が
直
接
説

明
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

・
議
会
報
告
会
（
第
７
条
）

　

議
案
等
の
審
議
経
過
や
結
果
に
つ
い

て
、
市
民
に
対
し
報
告
や
意
見
交
換

を
行
い
ま
す
。

・
一
問
一
答
方
式
及
び
反
問
権
（
第
８
条
）

　

一
議
員
か
ら
市
長
等
に
対
す
る
一
般

質
問
等
は
、
市
政
の
課
題
に
関
す
る

論
点
や
争
点
を
明
確
に
す
る
た
め
、

一
問
一
答
の
方
式
で
行
い
ま
す
。
ま
た

市
長
等
は
、
議
長
等
の
許
可
に
よ
り
、

質
問
し
た
議
員
に
対
し
て
逆
質
問
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
政
策
研
究
会
の
設
置
（
第
13
条
）

　

政
策
に
関
し
て
議
員
相
互
の
自
由
な

討
議
を
行
い
、
政
策
の
立
案
や
提
言

を
行
う
た
め
、
政
策
研
究
会
を
設
置

し
ま
す
。　
　

※
議
会
基
本
条
例
の
詳
し
い
解
説
は
、
市
議

　
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

議会報告・意見交換会を開催
　日田市議会では、議員が地域の皆さんに直接お会いし、議会の活動等について報告するとともに、皆さんか
らの意見や提言をお聞きするため、議会報告・意見交換会を開催します。
　多くの皆さんの参加をお待ちしています。

□内容
・市議会の仕組み
・３月議会（新年度分）の結果報告
・議会基本条例の概要
・意見交換

開催日

４月21日㈪

４月23日㈬

４月24日㈭

４月25日㈮

４月28日㈪

４月30日㈬

５月 ２日㈮

咸宜公民館、桂林公民館、若宮公民館

光岡公民館、朝日公民館、小野公民館

三芳公民館、大鶴公民館

高瀬公民館、三花公民館、西有田公民館

五和公民館

日隈公民館、東有田公民館、夜明公民館、上津江公民館

前津江公民館、中津江公民館、大山公民館、天瀬公民館

会場

【問合せ】議会事務局☎㉒８２１４（市役所３階）

※いずれも午後７時～８時30分。
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くらしの情報市政情報ピックアップ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページからも申込みができます。

【問合せ】生涯学習交流センター☎㉖３２１１　社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８

平成26年度生涯学習交流センター各種教室受講生募集　募 
集

【問合せ】市民活動推進課生活安全・消費生活係
☎㉒７５１５

インターネットトラブルに注意！

　情報収集のほか、買物やゲームなど今やインタ
ーネットは私たちの暮らしと切り離せないものと
なっています。それに伴い、インターネットに関
連する相談も増え続け、アダルト情報サイト、出
会い系サイト、ネット通販など、新しいトラブル
が次々発生しています。
　出会い系サイトにアクセスし、知らない人から
来たメールに返信してトラブルに巻き込まれた事
例や、ゲームをしていたらアダルトサイトにつな
がり、高額な利用料を請求された事例、ゲームの
有料アイテムをクレジットカードで購入し、多額
の請求を受けたなど保護者からの相談、その他前
払いネット通販での被害も寄せられています。　
　トラブルに巻き込まれないよう、日頃から、親
子でゲームやネットショッピングについて話し合
ったり、クレジットカードの管理に注意するなど
の対策も必要です。
▶消費生活相談窓口　☎㉒９３９３

【問合せ】清掃センター☎㉓０１１１

清掃センター日曜開設日

　清掃センターは今年度、毎月第３日曜日を試行
的に開設します。なお、大山町の最終処分場は開
設していませんので、埋立てごみがある場合は清
掃センターにお問い合わせください。

※８・12・３月は、他の月と開設日が異なりますので、
ご注意ください。

※８月13～15日は通常通り開設します。
※搬入時は混雑が予想されますので「家庭ごみの分け方・
出し方」に沿って分別し、搬入をお願いします。また、
発泡スチロールと生ごみは搬入できませんので、それ
ぞれの地域の回収日に出してください。

※祝日は通常どおり開設します。

【問合せ】総務課秘書係☎㉒８２００

まちづくり市民会議
「いっしょに考えん会」

　市長とまちづくりについて一緒に考えませんか。
　市民の皆さんと市長、市の関係課職員、その他
関係機関が集まり、一つのテーマ（まちづくりに
関すること）について対等の立場でアイディアや
意見を出し合い、それを施策に反映するとともに、
市民と行政の役割分担を明確にし、より良いまち
づくりに生かしていくことが目的です。
　希望する人は、申込者（団体名と代表者氏名・
住所・連絡先）・会議のテーマ・希望日時（第３
希望まで）・場所・参加予定者を開催希望日の１
か月前までに、電話又は市ホームページに掲載し
ている申込書をファックス又はメールしてお申し
込みください。
▶申込先
　総務課秘書係㉔０４２９
　　shicho@city.hita.oita.jp

教室 とき
卓球教室
龍神太鼓
手芸クラブ
竹工芸教室
ヨガ教室
焼き物教室
カラオケ教室
龍神太鼓
ベビーヨガ
演劇教室
よかとぎ太鼓
気功教室
チビッ子レスリング
ヨガ教室
頑張る女性のためのピラティス

月

火

水
木（第４）

木（第１・２・３）
木

金（第４）

金

土

日（第２・４）
日

午前９時30分～11時30分
午後８時～10時
午前10時～正午
午後７時～９時
午後２時～３時
午前10時～正午

午後１時30分～３時30分
午後８時～10時
午前11時～正午

午後７時30分～９時30分
午後８時～10時

午前10時～11時30分
午後３時～５時
午前10時～11時

午前10時～11時30分

お知ら
せ

【問合せ】税務課市民税係☎㉒８３９６

国民健康保険税（仮算定）の
納税通知書を送付します

　平成26年度の国民健康保険税の仮算定（４～６
月分）の納税通知書と納付書を、４月中旬に送付
しますので、各納期限までに納付してください。
・仮算定の対象になる世帯
　３月31日以前から国民健康保険に加入している
世帯
・仮算定の対象にならない世帯
　４月１日以降に国民健康保険に新規加入した世帯
▶平成26年度の納期及び税額

※４月から６月まで（１～３期）は、前年の所得や税率
が確定していないため、前年度の国民健康保険税額を
基に「仮算定」として１期当たり前年度の１か月分に
相当する額を納付していただきます。

※仮算定においては、前年度の一時所得・譲渡所得は課
税所得に含みません。

※仮算定で納付した額が本算定後の年税額を上回った場
合は、還付（返金）します。

▶仮算定税額の修正の申出
　所得金額の大幅な減少や世帯の被保険者数が少
なくなった場合は、納税義務者（世帯主）が納
税通知書を受け取ってから30日以内に修正の申
出をすることにより、仮算定税額を修正するこ
とができます。ただし、平成26年度の国民健康
保険税額（年額）が平成25年度国民健康保険税
額の２分の１未満になると見込まれることが要
件です。修正の申出を希望する人は、前年の所
得が分かる書類が必要な場合がありますので、
事前にお問い合わせください。

お知ら
せ

お知ら
せ

お知ら
せ

【問合せ】市民活動推進課活動支援・男女共同参画推進係
☎㉒７５１５

まちづくり活動推進事業補助金

▶対象団体
・自治会や地域コミュニティを形成する団体
・３人以上で構成する公益的な活動やまちづくり
等に関わる団体

※振興局・振興センター管内の団体は、「日田市周辺地
域活性化対策事業」をご利用ください。

▶対象事業
　地域活性化のための次に掲げる事業
・自然の活用や自然環境の保全等に係る事業
・景観、歴史、文化等を活用した事業
・生活環境の保全・美化に関する事業
・地域間、国際間の交流に係る事業
・人材の育成を目指した事業
・その他地域振興に資する事業
※原則、新規事業が対象です。
※市の他の補助対象となる事業を除きます。
▶補助率　補助対象経費の６割以内（上限50万円）
▶申請期間　４月１日㈫～随時
※申請を希望する団体は、詳しい内容や提出書類につい
て説明しますので、必ず事前にお問い合わせください。

お知ら
せ

 月
４月
５月
６月
７月
８月
９月

 月
10月
11月
12月

平成27年１月
平成27年２月
平成27年３月

開設日
20日
18日
15日
20日
10日
21日

開設日
19日
16日
28日
18日
15日
29日

※生涯学習交流センターに電話でお申し込みください。

月
４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月

期
１期
２期
３期
４期
５期
６期
７期
８期
９期
10期
11期
12期

仮算定
平成25年度年税額の12分の１相当額
※100円未満切捨て。

本算定
平成26年度の国民健康保険税額から
仮算定で決定した税額（４～６月分）
を差し引いて各期に分割した額
※各納期に生じた100円未満の端数は、
その端数の合計を本算定後の最初の
納期の税額に合算します。

各期の算定方法と税額

※写真はイメージです。
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くらしの情報

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

行
政
組
織
の

　
　
　 

見
直
し
を
行
い
ま
し
た

　
市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
、
行
政
組

織
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
情
報
統
計
課
行
政
情
報
発
信
係

　
水
郷
テ
レ
ビ
や
広
報
ひ
た
等
、
行
政
情

報
の
発
信
に
関
す
る
こ
と

　
☎
㉒
８
２
２
９
（
市
役
所
６
階
）

・
企
画
課
文
化
振
興
係

　
文
化
の
振
興
や
市
所
蔵
の
美
術
品
等
に

関
す
る
こ
と

　
☎
㉒
８
４
４
５
（
市
役
所
６
階
）

※
日
田
市
民
文
化
会
館
（
パ
ト
リ
ア
日
田
）
内

の
文
化
振
興
課
は
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に

伴
い
廃
止
し
ま
し
た
。

　
企
画
課
行
政
改
革
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

日
田
市
に
お
け
る
大
分
県
屋
外

広
告
物
条
例
施
行
規
則
の

   

改
正
案
の
縦
覧
と
意
見
募
集

　
改
正
案
に
ご
意
見
が
あ
る
人
は
、
縦
覧

期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
縦
覧
場
所　

都
市
整
備
課
、
各
振
興

局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
、各
地
区
公
民
館（
振

興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
管
内
を
除
く
）

■
意
見
の
提
出
方
法　
意
見
書
を
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
持
参
の
い
ず
れ
か
で
都

市
整
備
課
又
は
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン

タ
ー
に
提
出

■
提
出
期
限　
４
月
24
日
㈭

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

　
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

　
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７

㉒
８
２
４
７

　
（
市
役
所
５
階
）

下
水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ

■
下
水
道
利
用
時
の
注
意

・
水
洗
ト
イ
レ
の
紙
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
以
外
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
）
は

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
（
ペ
ッ
ト
の

ふ
ん
は
流
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

・
野
菜
く
ず
や
生
ご
み
・
て
ん
ぷ
ら
油
・
サ

ラ
ダ
油
な
ど
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

・
宅
内
の
下
水
ま
す
を
開
け
て
、
ご
み
や

雨
水
等
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
（
詰

ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
）

■
地
下
水
使
用
の
変
更
届

　
地
下
水
を
利
用
し
て
下
水
道
を
使
用
し

て
い
る
家
庭
は
、
家
族
の
使
用
人
数
（
住

民
票
の
人
数
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）

か
ら
使
用
料
金
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

家
族
の
人
数
の
変
更
や
地
下
水
の
使
用

を
や
め
た
場
合
な
ど
は
、
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
阻
集
器
（
グ
リ
ー

ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
）
を
設
置
し
て
い
る

飲
食
店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
で
阻

集
器
の
点
検
清
掃
を
怠
る
と
、
本
来
の

機
能
が
発
揮
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

定
期
的
な
点
検
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
下
水
道
課
管
理
係

　
☎
㉒
８
２
１
９
（
市
役
所
５
階
）

は
か
り
（
計
量
器
）
を
　
　
　

　
取
引
又
は
証
明
に
使
う
人
へ

　
は
か
り
（
計
量
器
）
を
、
商
品
の
販
売
、

農
水
産
物
の
出
荷
・
販
売
、
薬
の
調
剤
、

健
康
診
断
、
診
療
等
に
使
用
し
て
い
る
人

は
、
２
年
ご
と
に
大
分
県
が
行
う
定
期
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
日
田
市
で
は
、
平
成
26
年
５
月
14
日
か

ら
６
月
３
日
ま
で
定
期
検
査
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
日
時
・
会
場
等
は
前
回
受
検
者
に

は
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
取
引
・
証
明
に

使
用
す
る
は
か
り
を
新
規
に
購
入
し
た
人

で
、
今
ま
で
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

人
、
取
引
、
証
明
の
使
用
を
廃
止
し
た
人

は
４
月
15
日
ま
で
に
市
民
活
動
推
進
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
検
定
に
関
す
る
詳
細
は
、
大
分
県
産
業
科
学

技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
・
消
費
生

活
係
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
２
階
）

　
大
分
県
産
業
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
９
６
‐
７
１
０
２

日
田
材
、
日
田
ス
ギ
の
ご
利
用
を

日
田
材
を
支
給
し
ま
す

■
支
給
対
象

・
居
住
目
的
で
木
造
軸
組
工
法
に
よ
り
新

築
す
る
住
宅

・
住
宅
及
び
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム
（
内

装
・
増
改
装
）
又
は
住
宅
等
に
付
属
す

る
施
設
の
新
設（
倉
庫
・
車
庫
・
塀
な
ど
）

・
年
度
内
に
完
成
（
新
築
住
宅
の
場
合
は

上
棟
な
ど
）
確
認
が
可
能
な
住
宅

・
日
田
材
の
使
用
量
が
木
材
使
用
量
の
80

％
以
上
を
占
め
る
住
宅

・
原
則
と
し
て
、
市
内
の
業
者
が
施
工
す

る
住
宅

■
支
給
木
材
　
日
田
材
（
市
内
で
製
材
・

加
工
さ
れ
た
も
の
）

※
新
築
住
宅
は
35
万
円
分
、
リ
フ
ォ
ー
ム
は
15

万
円
分
を
上
限
と
し
ま
す
。ま
た
、今
年
度
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
に
該
当
す
る
人
に
は
、
新
築
10
万

円
、
リ
フ
ォ
ー
ム
５
万
円
を
上
乗
せ
し
ま
す
。

■
募
集
戸
数
（
先
着
順
）

・
新
築
住
宅　
　
年
間
50
戸

・
リ
フ
ォ
ー
ム　
年
間
150
戸

　
顔
の
見
え
る
家
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
☎
㉔
２
１
６
７（
日
田
木
材
協
同
組
合
内
）

　
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２
（
市
役
所
３
階
）

日
田
ス
ギ
を
活
用
し
た

　
　
　
　
木
製
品
の
購
入
・
設
置
を
補
助

■
対
象　
商
店
街
、
金
融
機
関
、
旅
館
、

病
院
、
福
祉
施
設
、
そ
の
他
公
共
・
公

益
的
施
設

■
補
助
率

　
購
入
・
設
置
費
の
２
分
の
１
以
内

■
申
込
期
限　
５
月
30
日
㈮

　
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２
（
市
役
所
３
階
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
と
き
・
と
こ
ろ　
４
月
11
日
㈮

①
パ
ト
リ
ア
日
田
（
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時
30
分
）

②
ダ
イ
エ
ー
日
田
店
（
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
、
午
後
２
時
〜
４
時
30
分
）

③
サ
ニ
ー
日
田
店
（
午
前
10
時
〜
午
後
１

時
、
午
後
２
時
〜
４
時
30
分
）

※
３
日
以
内
に
薬
（
漢
方
薬
、
健
胃
薬
を
除
く
）

を
服
用
し
た
人
、
70
歳
以
上
の
人
は
献
血
で

き
ま
せ
ん
。

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ー
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ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
受
付
時
に
本
人

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
献
血
（
４
０
０
㎖
）
の
み
。

　
日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係
内
）

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

国
民
年
金
保
険
料
額
が
引
上
げ

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料

が
210
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
１
万
５
２

５
０
円
に
な
り
ま
し
た
。
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
が
少
な
く
な

っ
た
り
、
年
金
を
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
方
法
に

は
口
座
振
替
や
前
納
制
度
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

成
人
の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

　
　
　
　
　 

　
助
成
金
を
支
給

■
対
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
人

①
接
種
日
時
点
で
20
歳
以
上
50
歳
未
満
の
人

で
、
日
田
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

②
接
種
前
に
風
し
ん
抗
体
価
検
査
を
受
け
、

検
査
結
果
で
風
し
ん
抗
体
価
が
十
分
で

な
い
と
医
師
等
が
認
め
る
人

③
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
に
接
種
し
た
人

■
助
成
回
数　
一
人
に
つ
き
１
回

■
助
成
金
額　

①
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

　
５
０
０
０
円
を
上
限

②
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

　
３
０
０
０
円
を
上
限

※
実
際
に
支
払
っ
た
額
と
比
較
し
、
低
い
金
額

を
助
成
金
の
額
と
し
ま
す
。

※
申
請
書
、
抗
体
価
検
査
の
結
果
表
、
領
収
書

の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　
平
成
27
年
４
月
末
日

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
エ
ル
ピ
ア
内
）

介
護
相
談
員
を
募
集

　
介
護
相
談
員
と
は
、
介
護
事
業
所
を
訪

問
し
、
利
用
者
の
話
を
聞
く
、
相
談
に
の

る
な
ど
の
業
務
を
行
い
、
利
用
者
と
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
の
橋
渡
し
を
す
る
人
の

こ
と
で
す
。

■
募
集
数　
若
干
名

■
応
募
資
格　
次
の
全
て
を
満
た
す
人

①
お
お
む
ね
65
歳
以
下
の
人

②
月
２
回
程
度
、
事
業
所
を
訪
問
で
き
る
人

③
５
月
27
〜
30
日
と
７
月
２
・
３
日
の
養

成
研
修
（
大
阪
）
及
び
６
月
上
旬
の
実

地
研
修
（
２
日
間
）
に
参
加
で
き
る
人

■
応
募
方
法　
履
歴
書
と
「
介
護
に
つ
い

て
（
経
験
談
、
意
見
な
ど
）
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
文
（
４
０
０
字
程
度
）
を

下
記
に
郵
送
又
は
持
参

■
申
込
期
限　
４
月
18
日
㈮

■
選
考
方
法　
書
類
選
考
（
一
次
）
、
面

接
選
考
（
二
次
）

※
応
募
に
係
る
経
費
（
交
通
費
等
）
は
、
応
募

者
負
担
で
す
。

※
介
護
相
談
員
に
は
、
市
の
規
定
に
基
づ
き
、

報
酬
及
び
交
通
費
を
支
給
し
ま
す
。

　
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
　
　
　
　
　
　 

参
加
者
募
集

■
対
象　
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

■
と
き　
５
月
10
日
㈯
〜
８
月
９
日
㈯
の

間
（
週
３
日
程
度
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
虹
の
家

■
受
講
料　
７
万
円
（
税
別
）

※
テ
キ
ス
ト
代
、
実
習
費
等
込
み
。

■
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

※
申
込
書
は
虹
の
家
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い

た
日
田
サ
テ
ラ
イ
ト
（
日
田
商
工
会
議
所
内
）

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
虹
の
家
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
虹
の
家

　
☎
㉕
５
０
１
１

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

国
際
交
流
推
進
員
ス
ン
ち
ゃ
ん
と

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
を
作
ろ
う

■
と
き　
４
月
19
日
㈯　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

■
対
象　
小
学
生

■
参
加
費　
２
０
０
円

■
募
集
数　
20
人
（
抽
選
）

■
持
参
す
る
も
の　
中
身
を
抜
い
た
卵
の

殻
を
３
〜
４
個
、
は
さ
み
、
筆
（
の
り

を
塗
る
た
め
）
、
飾
る
も
の
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
蓋
３
〜
４
個

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
電
子
申
請
有
り
）

■
申
込
期
限　
４
月
９
日
㈬

　
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

日
田
の
川
を
考
え
る
会
会
員
募
集

　
市
内
の
河
川
環
境
に
関
す
る
意
見
交
換

や
河
川
敷
の
清
掃
活
動
、
小
学
生
対
象
の

自
然
体
験
学
習
「
川
の
楽
校
」
を
行
い
ま
す
。

■
年
間
費　
１
０
０
０
円

■
申
込
期
限　
４
月
18
日
㈮

※
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

は
が
き
、
メ
ー
ル
又
は
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
日
田
の
川
を
考
え
る
会
事
務
局
（
吉

田
）（
☎
０
９
０
‐
７
４
５
７
‐
３
４
８
３
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

　
環
境
課
水
・
環
境
係

　
☎
㉒
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

　
　

kankyo@
city.hita.oita.jp

咸
宜
大
学
受
講
生
募
集

■
受
講
資
格
　
60
歳
以
上
の
人

■
受
講
期
間　
５
月
〜
平
成
27
年
３
月

■
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

■
募
集
数　
250
人
程
度

■
受
講
料　
２
５
０
０
円
／
年

※
左
記
の
窓
口
に
受
講
料
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
４
月
18
日
㈮

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
中
央
公
民
館
内
）

募
集
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国
際
交
流
推
進
員
が

　
　

 

９
月
末
ま
で
出
張
し
ま
す

　
市
に
は
、
韓
国
出
身
の
国
際
交
流
推
進

員
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
国
際
交
流
推
進

員
は
、
子
ど
も
英
会
話
教
室
な
ど
の
語
学

講
座
や
通
訳
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す

が
、
市
民
と
の
交
流
の
機
会
を
増
や
す
た

め
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
文
化
・
風
習
の

違
い
な
ど
に
つ
い
て
の
講
座
、
簡
単
な
語

学
講
座
、
料
理
教
室
な
ど
に
出
張
し
ま

す
。
少
人
数
で
も
出
張
し
ま
す
の
で
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
日
程
調
整
が
で
き
な
い
場
合
、
要
望
に
応
え

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
謝
礼
は
不
要
で
す
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
実

費
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

　
韓
国
か
ら
来
た
イ
・
ス
ヨ
ン
と
申
し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
は
ス
ン
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

日
田
に
来
て
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
経

ち
ま
し
た
。
き
れ
い
な
自
然
環
境
や
優
し
い
日

田
の
人
と
の
触
れ
合
い
で
毎
日
が
と
て
も
楽
し

い
で
す
。
様
々
な
楽
し
い
交
流
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
も
し
町
で
私
を
見
た
ら
気
軽
に

声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ね
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
Ｊ 

Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
、

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
５
月
12
日

ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.jica.go.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

　
☎
０
９
３
‐
６
７
１
‐
８
３
４
９

　
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

ひ
た
伝
統
技
能
マ
イ
ス
タ
ー
募
集

　

日
田
市
伝
統
技
能
活
用
協
議
会
は
、

小
・
中
学
校
で
の
実
技
披
露
な
ど
の
活
動
を

通
し
て
、
技
能
の
継
承
や
後
継
者
の
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
伝
統
的
な
木
材
建
築

技
術
を
有
す
る
優
れ
た
技
能
者
を
「
ひ
た
伝

統
技
能
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

■
対
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
人

①
市
内
に
５
年
以
上
居
住
し
て
い
る
人

②
40
歳
以
上
で
、
現
役
の
技
能
職
者
と
し

て
活
躍
し
、
技
能
を
公
開
で
き
る
人

③
技
能
継
承
の
能
力
に
優
れ
、
後
継
者
育

成
に
意
欲
を
有
し
、
マ
イ
ス
タ
ー
と
し

て
活
動
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
格
を
備

え
て
い
る
人

④
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
、
お
お
む
ね
２
年

以
上
の
活
動
が
で
き
る
人

⑤
対
象
職
種
に
15
年
以
上
の
従
事
経
験
を

有
す
る
卓
越
し
た
技
能
者
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
技
能
検
定
１
級
以
上
の
所
持
者

・
職
業
訓
練
指
導
員
の
有
資
格
者

・
専
攻
建
築
士
の
認
定
者

・
そ
の
他
、
技
能
の
優
秀
さ
を
広
く
市
民

に
認
識
さ
れ
て
い
る
人

■
対
象
職
種　
建
築
板
金
、
建
築
大
工
、

瓦
ぶ
き
、
左
官
、
塗
装
、
石
材
施
工
、

家
具
製
作
、
建
具
製
作
、
表
装
、
畳
製

作
、
建
築
士
、
造
園
、
そ
の
他
木
造
建

築
に
関
わ
る
職
種

※
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
申
請
書
類
及

び
要
綱
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
又
は

左
記
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　
４
月
30
日
㈬

　
日
田
市
伝
統
技
能
活
用
協
議
会

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
商
工
労

政
課
内
）

空
旅
お
お
い
た
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
大
分
空
港
利
用
促
進
期
成
会
で
は
、
大

分
空
港
を
、
県
内
外
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

身
近
で
愛
着
の
あ
る
空
港
に
す
る
た
め
、

「
空
旅
お
お
い
た
ク
ラ
ブ
」
を
開
設
し
、

新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
登
録
を
す
る
と
、
大
分
空
港
を
利

用
す
る
旅
行
商
品
情
報
や
空
港
周
辺
の
観

光
情
報
、
会
員
向
け
の
特
典
情
報
等
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
空

旅
お
お
い
た
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.fly-oita.jp/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
大
分
空
港
利
用
促
進
期
成
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
５
５

　
（
大
分
県
観
光
・
地
域
局
交
通
政
策
課
内
）

警
察
官
採
用
試
験

■
試
験
区
分　

　
警
察
官
Ａ
（
大
学
卒
業
程
度
）

※
採
用
試
験
は
、
大
分
県
人
事
委
員
会
、
警
視

庁
（
東
京
都
）
及
び
愛
知
県
・
大
阪
府
・
兵
庫

県
警
察
本
部
に
よ
る
共
同
試
験
で
す
。
希
望

す
る
都
府
県
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
大
分
県
警
察
官
Ａ

　
（
女
性
・
大
学
卒
業
程
度
）

■
試
験
日　
５
月
11
日
㈰

■
試
験
会
場　
大
分
商
業
高
校
（
大
分
市
）

■
申
込
期
限　
４
月
11
日
㈮

※
受
験
案
内
・
申
込
書
は
日
田
警
察
署
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

　
大
分
県
人
事
委
員
会

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
１
２

前
期
技
能
検
定
試
験

　
働
く
人
た
ち
の
技
能
を
一
定
の
基
準
で

検
定
し
、
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
職
種
、
試
験
実
施
日
は
、
大
分
県
職
業
能
力

開
発
協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　
４
月
７
日
㈪
〜
18
日
㈮

※
受
験
申
請
書
は
商
工
労
政
課
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１　

　
商
工
労
政
課
地
場
産
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

■
試
験
日
・
会
場

　
６
月
22
日
㈰　
午
前
10
時
試
験
開
始

　
日
田
林
工
高
校

■
試
験
種
類

　
甲
種
・
乙
種
（
全
類
）
・
丙
種

試
験
・
講
習
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Information 4.１

タ
ウ
ン
情
報

■
申
込
期
間

　
４
月
22
日
㈫
〜
５
月
８
日
㈭

※
願
書
は
日
田
消
防
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

■
と
き　

・
法
令　
　
　
５
月
20
日
㈫

・
物
理
化
学　
５
月
27
日
㈫

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４

時
30
分
ま
で

■
と
こ
ろ　
総
合
体
育
館
２
階
視
聴
覚
室

※
講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
左
記
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
日
田
消
防
署
☎
㉔
２
２
０
４

き
の
う
さ
ま
祭
り

　
出
店
（
う
ど
ん
、
お
で
ん
、
焼
き
鳥
な

ど
）
、
地
元
野
菜
の
販
売
等
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
13
日
㈰　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
松
尾
神
社
前
広
場
（
内
河
町
）　

　
原
き
ば
る
会
（
吉
田
）

　
☎
０
９
０
‐
５
２
８
７
‐
８
９
２
２

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
子
ど
も
劇
場
４
月
特
別

鑑
賞
例
会
「
い
い
も
の
み
〜
つ
け
た
・
あ

か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」
人
形
劇
団
の
の
は
な

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
４
月
19
日
㈯

　
午
前
10
時
45
分
開
場　
午
前
11
時
開
演

　
日
隈
公
民
館

□
参
加
費

　
２
歳
以
上
５
０
０
円
、
大
人
１
０
０
０

円
（
会
員
無
料
）

※
当
日
入
会
で
き
ま
す
。　

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
子
ど
も
劇
場

　
☎
㉓
０
１
９
１
（
月
・
水
・
金
曜
日
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
）

求
職
者
支
援
訓
練
受
講
生
募
集

　
　
　
（
認4-25-44-02-03-0348

）

　
給
与
・
年
末
調
整
・
社
会
保
険
の
計
算
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操
作
や
文
書
作
成
、
会

計
基
礎
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
就
職
応
募

書
類
の
書
き
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　
受
講
に
は
資
格
が
必
要
で
す
。
詳
細
は

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
訓
練
期
間　
５
月
27
日
㈫
か
ら
８
月
26

日
㈫
ま
で
の
３
か
月
間

　
午
前
９
時
10
分
〜
午
後
３
時
50
分

□
と
こ
ろ

　
大
分
経
理
専
門
学
校
日
田
教
室

□
受
講
料　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

□
募
集
数　
15
人

※
申
込
者
が
半
数
に
満
た
な
い
場
合
は
、
実
施

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

□
申
込
期
限　
４
月
30
日
㈬

　
大
分
経
理
専
門
学
校
日
田
教
室
（
木
村
）

　
☎
㉓
８
４
３
３

お
年
寄
り
の
住
ま
い
を

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
工
事
で
改
善
し
ま
す

□
応
募
条
件　
旧
日
田
市
在
住
の
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
単
身
者
及
び
高
齢
者
の

み
の
世
帯
の
人

□
工
事
内
容

　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介
護
保
険
対
象

工
事
、
そ
の
他

□
工
事
費
用

　

申
込
者
が
材
料
費
実
費
程
度
を
負
担

（
な
お
、
支
払
可
能
な
人
に
は
人
件
費

を
半
額
程
度
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　
４
月
30
日
㈬

※
申
込
受
付
後
、
会
の
規
定
に
基
づ
き
調
査
・

選
考
の
上
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。
工
事

実
施
時
期
は
打
合
せ
の
上
、
４
か
ら
６
月
の

間
に
実
施
予
定
で
す
。

　
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
会
事
務
局
☎
㉔
９
２
８
８

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

心を映す「鏡」として

　「言葉」は、音声や文字で人の感情
や思考を伝えるもので、意味のある
（意思を持つ）表現とされています。
また、日常生活や人間関係の形成、さ
らには最良の情報伝達の手段として、
欠かすことのできないツールとなって
います。
　「ひと」は、言葉をいつ身に付けた
のでしょうか。自分の意思を相手に伝
えたい欲求と社会習慣が言葉を生み出
したとされていますが、その正確な時
期は判明していないようです。
　言葉は人間の知能の発達や洗練、さ
らには社会の発展に大きく寄与してい
ます。そして、今もなお新しい「言葉」
が作られ続けている現状をみると、遠
い未来でさえも「ひと」が言葉を手放
している姿は想像できません。
　一方で、言葉は特異的な概念や心理
状態によって、相手（他人）を深く傷
つけ、悲しみや憎しみを引き起こして
しまうことがあります。差別語や不快
語といわれるものがそれにあたります
が、そのような言葉の裏には必ず「差
異」が存在します。
　差異とは違いを指しますが、例えば
差別語は、人種、民族、性別などの差
異を「差別するための手がかり」とす
る排他性が潜んでいます。また、俗に
言う「上から目線」的な心理による侮
辱性も持ち合わせています。
　「ありがとう」や「がんばろう」など、
心温まり勇気を与える言葉とは反対に
メディアやネットでは、「ひと」の心
を踏みにじるような言葉が氾濫してい
ます。人類の英知によって生み出され
伝え続けてきた「言葉」に、差異を尊
重し認め合う意識を注ぐことが、「ひと」
としての発達と人権社会の確かな構築
をもたらすのではないでしょうか。
（参考文献：「差別語／不快語」） 

【問合せ】人権啓発センター
　　　　　☎㉒８０１７
　　　　　（市役所別館１階）
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平成26年度個別接種実施医療機関

麻生小児科医院  淡窓２丁目 ☎㉔２３２３ ○○○○○○○

天瀬温泉病院  天瀬町赤岩 ☎２３８８ ○○○　○○○

  豆田町 ☎㉓４１５３ ○　　　　○○

井上内科  田島本町 ☎㉒４７００ 　　　　　○○
大河原病院（二種混合のみ） 隈２丁目 ☎㉒３１３１ 　　　　　○

奥平医院  中津江村栃野 ☎３０２１ ○○○○○○○

隈診療所  隈１丁目 ☎㉒００３３ 　　　　　○○

桂林病院  城町１丁目 ☎㉒１２３１ 　　　　　○○

こじかこどもクリニック  清岸寺町 ☎㉘８７７１ ○○○○○○

五反田胃腸科外科病院  若宮町 ☎㉓８３８６ 　　　　　○

齊藤医院  大肥本町 ☎㉘２２２０ 　　　　　○○

下飛田小児科  中央１丁目 ☎㉔１１４８ ○○○○○○○

聖陵岩里病院  銭渕町 ☎㉒１６００ 　　　　　○○
聖陵花月クリニック  清水町 ☎㉗５０５０ 　　　　　　○
膳所医院  本町 ☎㉒３２９２ 　○　　　○
新関内科医院  田島２丁目 ☎㉔３３５５ 　　　　　○
原病院  三本松２丁目 ☎㉒７１５１ 　　　　　○

坂東小児科  誠和町 ☎㉒３３００ ○○○○○○○

日田リハビリテーション病院  上手町 ☎㉓８８８９ 　　　　　　○

日野内科（乳幼児を除く） 天神町 ☎㉓６００９ 　　　　　○

福田医院（乳幼児を除く） 清岸寺町 ☎㉒１６４８ 　　　　　○○

堀田クリニック（二種混合のみ） 新治町 ☎㉒２６６２ 　　　　　○

松浦クリニック  中央１丁目 ☎㉔４１５５ 　　　　　○
宮原レディースクリニック  玉川町 ☎㉔３５８４ 　　　　　　○
みよしクリニック  三芳小渕町 ☎㉔１５１５ 　　　　　　○
若宮病院  南元町 ☎㉒７１７１ 　　　　　○○
渡辺医院  大山町西大山 ☎２０１７ 　　　　　○
済生会日田病院  清水町 ☎㉔１１００ ○○○○○○○

上津江診療所  上津江町川原 ☎３００１ ○○　○○○○

東渓診療所  天瀬町合田 ☎２５００ ○○○○○○○

①②③④⑤⑥⑦医療機関 住所 電話番号

月～金

土

月～金
土

月・火・水・木・土
月・火・水

土

月～金
土

月～金
土
水

月～金
土

月・水・金
月～金
土

月～土

月～金

土

月～金

土
月～金
土

月・火・木・金

水
土

月・火・木・金
土

月・火・木・金

実施曜日

要予約
要予約

実施時間

要予約

要予約

要予約
要予約
要予約
要予約

要予約
要予約
要予約
要予約
要予約
要予約

 9:00～12:00
14:00～17:30
 9:00～12:00
13:30～14:30
16:00～17:00
 9:00～12:00
 9:00～12:00
14:00～17:00
14:00～16:00

 8:30～17:00
 8:30～15:00

 9:00～17:00
 9:00～12:00
午後～要予約 
 8:30～17:30
 8:30～12:30
午前～要予約 
14:30～16:00
14:00～14:40
14:00～16:00

 9:00～12:00
14:00～17:00
 9:00～12:00
14:00～15:00

 8:30～12:30
14:00～18:00
 8:30～12:30
 9:00～16:00
 9:00～11:30
 9:00～12:30
14:00～19:00
 9:00～12:30
 9:00～16:00

 9:00～17:30
 9:00～11:30
15:30～16:30

石井産婦人科（日本脳炎、ＢＣ
Ｇの接種はありません）

①三種混合（ジフテリア、百日ぜき、 破傷風）、ＭＲ（麻しん・風しん）、ＢＣＧ、日本脳炎１期（初回１・2回、追加）
②四種混合
③不活化ポリオ
④ヒブ、小児用肺炎球菌
⑤水痘（水ぼうそう）、おたふくかぜ
⑥日本脳炎２期（４回目）、二種混合
⑦子宮頸がん予防
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ワクチン

定
期
接
種

種
類

任
意
接
種

四種混合（ジ
フテリア・破傷
風・百日ぜき・
不活化ポリオ）

二種混合（ジ
フテリア・破
傷風）
ＢＣＧ（結核）

日本脳炎
ヒブ
小児用肺炎
球菌

ＭＲ（麻しん・
風しん）

水痘
（水ぼうそう）

おたふく
かぜ

２
か
月

３
か
月

４
か
月

５
か
月

６
か
月

８
か
月

９
か
月

10
か
月

11
か
月

12
か
月

15
か
月

18
か
月

19
か
月
２
歳
３
歳
４
歳
５
歳
６
歳
７
歳
８
歳
９
歳
10
歳
11
歳
12
歳
13
歳

予防接種スケジュール

定期予防接種のご案内
　市では、子供の健康状態に合わせて予防接種を受けることができるように個別接種を行っています。
　予防接種は23ページの医療機関で実施していますので、事前に予約し、子供の体調の良いときに受けてください。

　予診票は、各学校を通じて送付
しますので、保護者が必要事項を
記入してください。
■日本脳炎
　平成17年から平成21年までの
積極的な接種勧奨（呼び掛け）の
差し控えにより、平成７年４月２
日から平成19年４月１日生まれの
人うち、予防接種が終わっていな
い人は、７歳以上20歳未満の間で
定期予防接種として接種できます。
■県外の接種も無料で受けること
ができます
　里帰りなどの理由で県外で定期
接種を受ける場合、接種前に申請
をして、領収書等を持参し一年以
内に提出をすれば、助成されます。
希望する人はご連絡ください。

小学生の予防接種
 出生や転入の届
出があった翌月に
次の２つを郵送し
ます。

■冊子「予防接種と子どもの健康」
※冊子をよく読み、予防接種の必要性
や副反応を正しく理解して受けまし
ょう。

■乳幼児期に受ける
　予防接種の予診票
 （予診票は医療機関にも備え付け
ています）

※予診票は、子供の健康状態を把握す
るための大切な書類です。保護者が
責任を持って記入してください。

※医療機関を受診する際は、必ず「母
子健康手帳」を持参しましょう。

乳幼児の予防接種

※予防接種のスケジ
ュールは、それぞ
れの予防接種の望
ましい接種時期の
例を示していま
す。実際に接種す
るときは、かかり
つけ医などに相談
してください。

①、②、③、④は、
ワクチンの種類ごと
に接種の回数を示し
ています。

　　　　 は、
標準的な接種期間を
示しています。

　　　　   は、
定期接種の対象年齢
のことで、無料で接
種できる期間を示し
ています。

①①

①①

①①

②②

①①

①①

③③

③③
①① ②② ③③

①① ②② ④④

④④
④④

①① ②② ③③ ④④

１期 ２期

２期

２期

１期初回

１期初回

１期追加

１期追加

【問合せ】健康保険課保健医療係☎㉔３０００
　　　　　（ウェルピア内）

①①
②②

子宮頸がん予防接種
　ワクチン接種後に、
長期的な痛みやしび
れの副反応が報告さ
れたことを受け、厚
生労働省は平成25年
６月から、積極的な
接種勧奨（呼び掛け）
を差し控えています。
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まちのわだ
いＴＯＷＮ

 ＴＯＰＩＣＳ
 ＩＮ ＨＩＴＡ

中津と日田の地域づくりの架け橋
　２月23日にパトリア日田で「中津日田道路フォ
ーラムin日田」が開催され、関係者や市民など約
1000人が参加した。これは、「中津日田間地域高
規格道路促進期成会」が主催で行ったもので、中津
日田地域の生活、産業、観光面において活力ある地
域づくりを目指し、中津港から日田市までの約50
キロメートルを整備する地域高規格道路の早期全線
開通を目指して開催されたもの。
　フォーラムは２部制で行われ、第１部「中津日田
道路整備への期待」では、期成会顧問の広瀬勝貞大
分県知事は「しっかりした道路は地域の活性化に大
事」と挨拶した。第２部の意見交換会では、山国日
田間のルート公表に伴い、市内の三花地区や中津市
の山国地区などの地域住民も参加し、災害に強い道
路への強い期待を語った。

大丸が日田になる
　2月14日から19日までの6日間、福岡市天神の大
丸福岡天神店で「第5回天領のまち大丸・日田展」が
開催された。開会式典は、市や市議会、商工関係者、
大丸関係者が出席し、テープカットで幕を開けた。
　会場には市内64の事業所が出展し、工芸品や食
品の実演販売、日田の新鮮な野菜を扱う「日田マル
シェ」などに多くの来客が詰め掛けた。

２月23日は咸宜園の日
　淡窓日記によると、現在の場所に塾を移したのは
文化14年2月23日と記されている。市ではこの日を
「咸宜園の日」と定め、「咸宜園教育顕彰事業」を
実施している。日隈保育園児による「休道の詩」の
吟詠で幕を明けた今年は、教育文化部門で3人が表
彰され、講演会では、東京学芸大学の大石学教授が
「江戸の教育力」と題して講演した。
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狂犬病予防注射
時間　　　　　 ところ

 狂犬病予防法により、生後91日以上
の飼い犬は、生涯１回の「登録」と年
１回の「狂犬病予防注射」を受けなけ
ればなりません。狂犬病の発生や流行
の防止のために、必ず予防注射を受け
てください。

■登録済みの犬　「平成26年度狂犬
病予防注射のお知らせ」をはがきで
通知していますので、注射の際必ず
受付に提出してください。また、記
載内容に誤りがある場合は訂正して
持参してください。

■未登録の犬　各会場及び各動物病院
に備付けの登録用紙に記入し、登録
料３,０００円を添えて受付に提出
してください。

■注射料　３,０７０円
　（平成26年４月１日から注射料金
が変わりました。お釣りのいらない
ようご協力ください）

※注射事故を防ぐため、犬を押さえること
ができる人が連れてきてください。また、
集合注射会場は、犬が多く集まります。
犬同士を近付けないようにしてください。

※体調が悪い犬や妊娠の可能性がある犬は、
動物病院に相談の上、個別注射を受け
ることをお勧めします。

※個別注射は下記の動物病院で実施しま
す。希望する場合は、事前に各動物病
院に電話で予約をしてください。
・末松どうぶつ病院（中城町）
　☎㉓８０９０
・いのうえ動物病院（清岸寺町）
　☎㉒４３２２
・動物整形外科病院（樋口動物病院）（元町）
　☎㉒２４７６
・いいだ動物病院（田島３丁目）
　☎㉔６０１４
・中島家畜診療所（有田町）
　☎㉒１６４６
・池田獣医科（朝日町）
　☎㉒１６８０
※犬のふんは、必ず持ち帰ってください。
※飼い犬が死亡したときは、健康保険課又
は各振興局に連絡してください。

【問合せ】健康保険課保健医療係
　　　　　☎㉔３０００(ウェルピア内)

４月８日㈫

４月９日㈬

４月10日㈭

４月15日㈫

４月16日㈬

４月17日㈭

 9: 30～ 9: 50
10:00～10:05
10:15～10:20
10:30～10:40
11:05～11:10
13:30～13:40
13:45～13:50
14:00～14:10
14:20～14:35

 9: 30～ 9: 55
10:00～10:05
10:15～10:25
10:55～11:05
13:30～13:40
13:50～14:00
14:10～14:25
14:35～14:45

 9: 30～ 9: 55
10:05～10:20
10:40～10:50
13:30～13:45
13:55～14:05
14:15～14:35
14:45～15:05

 9: 30～ 9: 45
 9: 55～10:10
10:25～10:40
10:50～11:00
13:30～13:40
13:50～14:00
14:10～14:20
14:30～14:40

 9: 30～ 9: 55
10:05～10:15
10:25～10:35
10:55～11:05
13:30～13:40
13:50～14:05
14:10～14:20
14:30～14:40

 ９: 30～ ９: 45
 ９: 55～10:05
10:20～10:30
10:40～10:50
10:55～11:00
13:30～13:40
13:45～14:00
14:10～14:20

東有田振興センター
羽田町須ノ原土地改良区事務所
横畑公民館
岩下公民館
月出山農村公園
求来里の郷
古金町公民館
小ヶ瀬町公民館
三芳公民館

高瀬公民館
大日消防格納庫
松金集会所
小山町公民館
北友田３丁目地区集会所
長渕公民館
徳瀬公民館
上野町公民館

五和公民館
原公民館（内河町）
旧緑町公民館跡
関集落センター
杷木山集落センター
夜明振興センター
今山公民館

光岡公民館
十二町公民館
若宮町公民館（竹田公園入口）
東町公民館
朝日公民館
山田町公民館
君迫町公民館
二串町公民館

旧大鶴振興センター
下中山際公民館
鶴城町林業センター
源栄町（権藤知敏氏宅前）
天神町公民館
貞清公民館
三花地区コミュニティ消防センター前
藤山町公民館

財津製作所
伏木町集会所
三河町公民館
旧小野振興センター駐車場
小野地区老人憩の家
山渡瀬橋河川敷
西有田公民館
三池町公民館

時間　　　　　 ところ
４月22日㈫

４月23日㈬

４月24日㈭

５月８日㈭

 9: 30～ 9: 40
 9: 50～10:00
10:15～10:30
10:35～10:50
11:00～11:20
14:00～14:20
14:30～14:45

 9: 30～ 9: 45
 9: 55～10:25
10:35～10:45
10:55～11:05
11:15～11:30
14:00～14:20
14:30～14:45

 9: 30～ 9: 35
 9: 40～ 9: 45
 9: 55～10:00
10:15～10:30
10:40～10:55
11:00～11:15
11:20～11:30

 9: 30～ 9: 45
 9: 55～10:10
10:20～10:50
11:00～11:30
14:00～14:30
14:40～15:00
15:10～15:20

10:00～10:20
10:30～10:40
10:50～11:00
14:00～14:20
14:40～14:50
15:10～15:20

 9: 45～ 9: 55
10:05～10:25
10:35～10:50
11:00～11:20
11:30～11:50
14:00～14:20
14:30～14:50
15:00～15:20

 9: 30～ 9: 40
 9: 50～10:00
10:10～10:20
10:50～11:00
14:00～14:10
14:20～14:35
14:40～14:50
15:00～15:15
15:25～15:35
15:45～15:55
16:05～16:15

立石（徳永義範氏宅前）
五馬本村生活改善センター前
塚田区旧会館前
近原公民館
天瀬公民館五馬分館
出口区会館
久木野公民館

旧丸山小学校プール前
台上下公民館
苗代部公民館
榎釣（高倉重昭氏宅前）
高倉公民館
天瀬公民館東渓分館
高塚（第２駐車場）

湯ノ釣（江藤公昭氏宅前）
杉河内公民館
本城３公民館
本城公民館
赤岩旧消防車庫横
天瀬公民館
湯山西公民館

松原公民館
小五馬公民館
野瀬部集会施設
大山振興局
都築コミュニティーセンター
綿打集会場
北部コミュニティーセンター

野田生活改善センター
栃原（交流センター横）
黒谷集落センター
山本（宿泊交流体験館下）
鯛生金山駐車場
中津江振興局駐車場

フィッシングパーク
都留生活改善センター
川原自治会センター
広川正専寺前
上津江振興局
雉谷消防詰所前
畑中公民館前
上野田消防詰所前

原地区公民館前
出野交流センター前
田代生活改善センター前
柚木本村コミュニティーセンター
下方地区公民館前
前津江振興局
浦方生活改善センター前
虫秋公民館前
堂尾公民館前
桑木田の頭構造改善センター前
林地区集会センター前

天瀬振興局管内

大山振興局管内

５月13日㈫中津江振興局管内

５月14日㈬上津江振興局管内

５月15日㈭前津江振興局管内

本庁管内
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山薫る、春の息吹
　２月16日から3月16日まで、市内大山町の梅園
や豊後・大山ひびきの郷などで「第34回日田おお
やま梅まつり」が開催された。
　３月2日、会場の一つであるおおくぼ台梅園では、
梅娘の認証式、豊作祈願祭、餅まき、野点、地元小
学生による太鼓の演奏などがあり、ほのかに梅香る
里山は多くの観光客でにぎわった。

願いを込めて流し雛
　３月２日、桂林荘公園で流し雛が行われ、県内外
から訪れた約1000人が、願いをひな人形に託し、

城内川に流し
た。平安時代か
ら伝わる流し雛
は紙などででき
た人形とともに
「汚れ」を水に
流し、その年に
健康を願うも
の。
　琴の音色が響
く中、親子連れ
や観光客がそれ
ぞれの願いを込
めてひな人形を
流した。

被災者に笑顔を
　３月２日、日本緊急援助隊チーム大分（梅山忠信
代表）主催で、東日本大震災シンポジウム「地震・
津波…そして現在」が開催された。座談会で被災者
である浜谷ゆみ子さんは「着の身着のまま逃げた。
まず逃げることが大切」と当時の様子を話し、被災
者支援を続ける中島章二さんは「復興は進んでいな
い。今後も支援を続けます」と語った。

木の香りに包まれて 咸宜小学校が完成
　咸宜小学校（小宇佐尚志校長）の校舎が完成し、
２月28日、落成式が行われた。同校舎は施設の老朽
化、耐震補強の必要性などから全体的な改築が決定
し、平成21年から総事業費約18億円をかけ、整備
を行ってきた。式典では、小学校６年生の梅木亮輔
君が「誰もが誇りに思える咸宜小にします」と新校
舎への期待を胸に挨拶をした。

りょうすけ

びな

27 2014. 4. 1 

求職者対象に就職面談交流会
　市内の求職者を対象にした「ヒタモノつくりビジ
ネス合コン（就職面談交流会）」が、３月９日、ヌ
ーベル・マリエ日田で開かれ、市内15の企業と求
職者が参加した。また、市内で活躍する社長を招い
た記念対談も行われた。会場では、ヒタモノつくり
の成果物発表会も開催され、スタッフが商品開発し
たドレッシングなどの試食会も開催された。

アートでまちを元気に
　天瀬町のまちづくりグループ「あーと☆ねっと☆
あまがせ」によるコンサートがローズヒルあまがせ
で行われた。ペットボトルにろうそくを灯し、星に
見立てた「灯り星」が温かい光で来場者を歓迎し、ボ
イスパーカッション・ビートボックスで活躍するＫ
ＡＺさんとキーボード奏者の船本泰斗さんの演奏が
約200人の観客を魅了した。

今年は豊作 大原八幡宮で米占い
　３月15日、小豆飯にできたかびの種類や形で今
年の豊凶とその地域を占う「米占い行事」（通称か
ゆだめし）が大原八幡宮で営まれ、境内に運ばれた
「五穀盆」と「地形盆」を氏子たちが確認した。
　氏子の日髙数馬さんは「今年は色の付いたかびが
なく、良好。天候も良いようで、申し分ない結果だ
と思う」と話した。

感謝の意を込めて、男衆の料理
　３月10日、毎月第２月曜日に男性だけで活動す
る「男衆の料理教室」が年間の集大成で、ふだん世
話になっている教室の指導者や家族を招いて食事を
振る舞った。この日はいなりずしや煮物など全14
品で日頃お世話になっている皆さんをもてなした。
教室の井福代表によると現在会員募集中で、男性な
ら誰でも参加できるとのこと。

よねうらない
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今
年
度
か
ら
咸
宜
園
に
関
す
る
コ
ラ
ム

が
始
ま
り
ま
す
。

　

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
咸
宜
園
の
魅

力
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
、
水
戸
市
の
弘
道
館
、
足
利
市
の
足

利
学
校
と
日
田
市
の
咸
宜
園
を
結
ん
で
「
近

世
日
本
の
教
育
遺
産
群
」
と
し
て
世
界
遺

産
登
録
を
目
指
す
取
組
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
日
本
は
、
当
時
の
西
欧
諸

国
と
比
べ
て
も
高
い
水
準
の
教
育
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
教
育
水
準
の
高
さ
が
、

明
治
以
降
の
日
本
の
近
代
化
の
歴
史
を
準

備
し
た
と
い
え
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な

「
江
戸
の
教
育
力
」
を
支
え
た
の
が
各
藩

の
藩
校
や
私
塾
・
寺
子
屋
な
ど
で
し
た
。

　

中
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が

私
塾
で
し
た
。
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
の
調
査
で
は
、
江
戸
時
代
の
私
塾
は
確

認
さ
れ
た
も
の
で
３
５
０
０
箇
所
を
超
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
私
塾
の
中
で
最
大

の
塾
が
、
全
国
各
地
か
ら
５
０
０
０
人
に

及
ぶ
入
門
者
が
あ
っ
た
咸
宜
園
な
の
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
ほ
ど
の
塾
が
、
江

戸
や
京
・
大
坂
な
ど
で
な
く
、
な
ぜ
九
州
・

日
田
の
地
に
出
現
し
た
の
か
。
そ
の
理
由

と
し
て
「
三
奪
の
法
」
や
「
月
旦
評
」
に

象
徴
さ
れ
る
徹
底
し
た
平
等
主
義
・
実
力

主
義
の
教
育
な
ど
、
特
色
あ
る
教
育
が
実

践
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
た
び
の
世
界
遺
産
を
目
指
す
取
組
の

中
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
咸
宜
園
と

日
田
の
町
の
見
事
な
「
共
生
」
の
姿
で
す
。

　

日
田
の
町
の
人
々
は
物
心
両
面
で
咸
宜

園
と
塾
生
た
ち
を
支
援
し
続
け
、
淡
窓
は

豆
田
や
隈
の
町
に
度
々
出
掛
け
て
詩
会
や

書
会
な
ど
の
出
前
授
業
を
開
き
ま
し
た
。

幕
末
の
頃
、
咸
宜
園
の
在
塾
者
は
２
０
０

人
余
り
。
全
国
か
ら
多
く
の
若
者
た
ち
が

集
ま
り
ま
し
た
。
一
方
豆
田
の
町
は
人
口

約
１
０
０
０
人
の
小
さ
な
町
で
し
た
か

ら
、
要
す
る
に
日
田
の
町
は
多
く
の
留
学

生
が
集
う
「
学
び
の
町
」
で
あ
っ
た
と
い

え
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
の
特
色
は
淡
窓
・
咸

宜
園
の
「
放
学
・
遊
山
」
で
す
。
咸
宜
園

で
は
、
し
ば
し
ば
師
弟
同
行
し
て
（
と
き

に
は
塾
生
た
ち
だ
け
で
）
盆
地
周
辺
の
野

山
に
出
掛
け
ま
し
た
。
淡
窓
の
自
伝
や
日

記
に
数
多
く
見
え
る
「
諸
生
遊
山
」
が
そ

れ
で
す
。
そ
こ
に
登
場
す
る
社
寺
・
旧
跡

等
は
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
け
で
も
70
箇

所
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

次
回
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
咸
宜
園
の
特

色
あ
る
教
育
の
実
相
と
「
山
紫
水
明
」
の

日
田
の
風
物
と
歴
史
遺
産
を
存
分
に
取
り

込
ん
だ
咸
宜
園
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
」
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

世界遺産登録を目指す「咸宜園」‐近世日本の教育遺産として‐①

地域の自然や文化遺産を活用した教育「放学・遊山」

小松菜と人参の厚揚げ白和え

①小松菜は熱湯でさっとゆで、水に取り
水けを絞って３～４ｃｍに切る。
②人参は皮をむいて長さ３～４ｃｍ、幅
３ｍｍの細切りにし、ゆでる。
③厚揚げはザルに入れて熱湯を回し掛け、油抜きする。表面の皮の部分を薄く切り落と
してせん切りにし、中の部分はすり鉢に入れてすりこ木で滑らかになるまでする。
④Ａを加えてすり混ぜ、材料を加えて和える。

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ⑥

小松菜は緑黄色野菜の代表で、成分はほうれん草に似ていますが、
カルシウムが非常に多く、ほうれん草の５倍も含んでいます。粘
膜を強くし、風邪の予防に効果があるといわれるビタミンＣも多
く含んでいます。また、鉄分が多く含まれるのも特徴です。

[問合せ]健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア内）

<材料>（４人分）
厚揚げ（大１個）　200ｇ
小松菜（１束程度）200ｇ
人参（中１／３本）  50ｇ

炒りごま　　　30ｇ
塩　　小さじ１／２
砂糖　　　大さじ２
しょうゆ　小さじ１

Ａ

咸宜園教育研究センター名誉館長　後藤宗俊
【問合せ】世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８

江戸時代に建設された居宅
「秋風庵」
しゅうふうあん

たんそうさん
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キ
ャ
ラ
弁
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
料
理
は
苦
手
な
の
で
不

安
で
し
た
が
、
本
を
開
い
て
や

る
気
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
、

ケ
チ
ャ
ッ
プ
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
顔
を
描
く
こ
と
ぐ
ら
い
し
か

思
い
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

参
考
に
し
た
本
に
は
目
か
ら
う
ろ

こ
の
ス
ゴ
技
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

パ
ー
ツ
同
士
を
く
っ
つ
け
る
の

に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
使
う
、
パ
ス

タ
を
爪
楊
枝
代
わ
り
に
す
る
、

の
り
を
は
さ
み
で
切
っ
て
目
や

口
用
に
丸
を
作
り
た
い
と
き
は

四
角
形
に
切
っ
て
か
ら
角
を
切

り
落
と
す
と
う
ま
く
い
く
…
と

い
っ
た
、
単
純
だ
け
ど
自
分
で

は
思
い
つ
か
な
い
テ
ク
ニ
ッ
ク

が
沢
山
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

丸
い
目
を
作
る
工
程
は
細
か
い

作
業
な
の
で
本
当
に
苦
労
し
ま

し
た
。
こ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
助

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
す
ご
い
と
思
っ
た
点
は

味
で
す
。
「
キ
ャ
ラ
弁
と
い
え

ば
見
た
目
だ
け
で
味
は
二
の
次

か
な
」
と
期
待
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
レ
シ
ピ
通
り
に
作

る
と
大
人
で
も
満
足
で
き
る
味

に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
考
に
し
た
本
は
、
昨
今
の

キ
ャ
ラ
弁
ブ
ー
ム
で
図
書
館
で

も
人
気
の
一
冊
で
す
。
他
に
も

お
弁
当
づ
く
り
に
関
す
る
本
は

多
数
置
い
て
い
ま
す
の
で
是
非

図
書
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

新刊情報

おいでよ！おはなし会
４月12日㈯　午後３時～４時
４月26日㈯　午前11時～正午
児童コーナー

あのヒット商品はこうして生まれた！
エスプレ／編著　汐文社

身近にたくさんある「ヒ
ット商品」にはどんな
"ひみつ"が隠れている
のか。毎日の暮らしを
便利に楽しく変えてく
れる商品を紹介。アイ
デアの生まれるまでと、
ヒットのポイントをビ
ジュアルで解説する。

小学１年生の困った！レスキューブック
主婦の友社／編　主婦の友社

入学前の子供を持つマ
マたちの、様々な不安を
解消する本。今の小学
校の基礎知識、一年間
の子供の心や行動の変
化の予測、つまずきポイ
ントでどう手を差し伸べ
たらいいのかなどを、具
体的にアドバイスする。

偽善のすすめ　10代からの倫理学講座
14歳の世渡り術
パオロ・マッツァリーノ／著
河出書房新社

人間の行う善は、全て
偽善だ。ならば、気が
向いたときだけ善行を
しよう。偽善者になろ
う。歴史を踏まえ、本
当の倫理とは何かを考
える。

図
書
館
の
本
を
読
ん
で
、
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
！

かんたんかわいい
ムクのキャラ弁日記
ムク／著　講談社

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒2497　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

参考にした本

４
11
18
2524

３
10
17

30

９
16
23

２１

29

８
15
22

28

７
14
21

27

６
13
20 26

５
12
19

土日 月 火 水 木 金
４月の休館日（○…休館日）

映画「じんじん」
日田市上映実行委員会から
絵本の寄附がありました

北海道の「絵本の里」を舞台
に人の優しさと親子のきずな
を描いた映画「じんじん」の
上映会が開かれました。上映
実行委員会は「日田市の子ど
もに絵本を贈ろう！」をスロ
ーガンに活動。映画の上映収
益金から児童館や淡窓図書館
に合計100冊の絵本を寄贈し
ていただきました。

今年も様々な催しを企画
しています。ご家族やお
友達同士で、是非、図書
館にお越しください。

■期間中のイベント
○児童書のリサイクル会
○おいでよ図書館
○君のおすすめ本教えてください
○読書週間限定スタンプラリー
○昔の人気本集めました
（詳細は、図書館だよりやチラシをご覧ください）

４月23日から５月12日はこどもの読書週間
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★印は事前予約が必要です。※児童館の利用には、年１回登録申請書（押印必要）を提出してください。

元気な日田っ子集まれ！

　６月に誕生日を迎える３歳
までのお子さんが対象です。
５月１日までにお申し込みく
ださい。（抽選の結果は、当
選者のみに連絡します）

□はがき 住所、お子さんの
氏名と生年月日、保護者
名、昼間の連絡先を記入
の上、郵送

□ホームページ　市ホーム
ページ（電子申請システ
ムのページ）から申込み

□携帯電話　下記の２次元
コードから申込み

※申込みの際は、写真を送
付する必要はありません。

　〒877-8601（住所記載不要）
　情報統計課行政情報発信係
　☎㉒８２２９

中央児童館

☎㉗６４０６
天瀬児童館

☎８９２２
大山児童館

☎２９０１
まえつえ

子育て支援施設

☎２４０９

じ
ど
う
か
ん
・
支
援
施
設
　
　

４
月
の
主
な
催
し
　
　

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

小 …小学生対象

乳 …乳幼児対象

渡邉聡典ちゃん
（１歳・川原町）

川村華那ちゃん
（１歳・玉川町）

は な

髙瀬旺志朗ちゃん
（２歳・銭渕町）

そうすけさ く し い

おうしろう

Ｈａｐｐｙ
Ｂｉｒｔｈｄａｙ！
Ｈａｐｐｙ

Ｂｉｒｔｈｄａｙ！

４月生まれ

堀田怜菜ちゃん
（２歳・南友田町）

唐嶋零凰ちゃん
（２歳・玉川３丁目）

れ お れいな

池田朔久ちゃん・詩依ちゃん
（１歳・南元町）

室 隆太ちゃん
（１歳・中央一丁目）

りゅうた
高田愛斗ちゃん
（１歳・玉川町３丁目）

まなと
三笘叶華ちゃん
（１歳・田島３丁目）

かのか

●お誕生会＆お話会

　10日㈭
　午前10時30分～
●親子で遊ぼう

　16日㈬
　午前10時30分～
●出口児童館

　19日㈯
　午前９時30分～正午
●親子制作

　（こいのぼり作り）

　24日㈭
　午前10時30分～

●リズム遊び

　９日㈬
　午前10時30分～
●お話会

　　12日㈯　　16日㈬
　いずれも午前10時30分～
●避難訓練

　19日㈯
　午前10時30分～
●こいのぼり作り

　　23日㈬　　26日㈯
　いずれも午前10時30分～

●ランチday

　16日㈬
　午前10時～
●お誕生日会

　23日㈬
　午前10時～
●制作あそび

　25日㈮
　午前10時～

　クイズの日

　９日㈬
　午後３時45分～
●こいのぼり制作

　10日㈭・11日㈮
　午前10時30分～
●３B体操

　18日㈮　午前11時～
●療育事業（音あそび）

25日㈮　午前11時～

小

小

小

乳

乳
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松原児童館（☎２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

ひのくま

子育て支援センター

☎㉒７５６５

丸の内

子育て支援センター

☎㉓１８９０

チャイルド

プラザ

☎㉕５３００

林 千晴ちゃん
（２歳・日ノ出町）

ちはる
浅尾碧音ちゃん
（２歳・桃山町）

あおと
髙橋由衣ちゃん
（２歳・財津町）

ゆ い

●おしゃべりクラブ

　９日㈬　
　午前11時～正午
★親子クッキング

　18日㈮
　午前10時～正午
●ツインズクラブ

　30日㈬
　午後１時30分～３時

★身体計測

　８日㈫
　午前９時30分～正午
★トッポンチーノ

　19日㈯
　午後０時30分～３時
30分

★小袋先生の発達相談

　30日㈬
　午前９時30分～午後
４時

★キッズダンス

　親子でダンスを楽し

もう！（１歳以上）

　３日㈭　午前11時～
★作って遊ぼう

　（こいのぼりを作ろう）

　16日㈬　午前11時～
●お誕生会

　23日㈬　午前11時～
※誕生者は30分前に集合。

日田市の人口
（平成26年２月28日現在） 

■人口
　70,115人
　（前月比－79人）
・男　33,187人
・女　36,928人
■世帯数
　27,050世帯

石井龍之介ちゃん
（２歳・前津江町大野）

りゅうのすけ

左原 瞬ちゃん
（２歳・本町）

宮崎惟和ちゃん
（３歳・中本町）

髙瀬風緒ちゃん
（３歳・中釣町）

か お いより しゅん

浦邉 要ちゃん
（１歳・天瀬町桜竹）

かなめ
古後こはるちゃん
（１歳・三芳小渕町）

なぎさ
市川 渚ちゃん
（１歳・高瀬本町）

大道璃子ちゃん
（１歳・三本松１丁目）

り こ



市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

　
桜
の
花
も
綻
び
、
日
田
の
春
は
真
っ
盛
り
で
す
。

　
い
よ
い
よ
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
今
年
は
多
く
の
制
度
が
改
正
さ
れ
、
国
の
形
や
地
方
自

治
の
在
り
方
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
消
費
税
率
の
引
上
げ
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
ア

ジ
ア
等
の
外
交
問
題
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会

は
、
正
に
「
変
革
」
の
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
日
田
市
に
お
い
て
も
合
併
10
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の

合
併
の
総
括
を
進
め
な
が
ら
も
、
新
た
な
自
治
運
営
改
革

に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
産
業
振
興
で
は
日
田
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業
・
木

材
産
業
に
、
新
た
な
「
林
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
・
遂

行
」
な
ど
、
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
戦
略
的
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
最
大
の
取
組
と
な
る
の
は
「
日
田
市
自
治
基

本
条
例
」
の
施
行
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
行
政
主
導
の
自
治

で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
は
「
市
民
」
で
あ
る
と

い
う
理
念
の
下
、
改
め
て
、
市
民
・
議
会
・
市
長
等
が
共

に
手
を
取
り
合
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　
私
の
今
年
の
大
き
な
取
組
と
し
て
、
こ
の
「
日
田
市
自

治
基
本
条
例
」
を
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、
町
に
出
て
、
皆
さ
ん
と
語
り
合
う
時
間
を
多
く

取
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
「
い

っ
し
ょ
に
考
え
ん
会
」
と
称
し
、
地
域
や
自
治
会
、
団
体

の
方
々
と
話
合
い
の
場
を
設
け
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
振
興
策
や
課
題
解
決
に
向
け
て
の
話
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
が
、
膝
を
交
え
て
、
腹
を
割
っ
た
本
音
の

話
を
す
る
と
い
う
の
は
、
私
に
と
っ
て
生
き
た
現
場
の
声

を
聴
く
大
切
な
機
会
で
す
。

　
都
合
の
付
く
限
り
参
加
す
る
覚
悟
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ

声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
（
市
役
所
秘
書
係
ま
で
）

　
こ
の
よ
う
に
、
大
き
な
「
変
革
」
が
迫
ら
れ
て
い
る
時

代
で
す
が
、
百
年
の
大
慶
に
立
つ
覚
悟
で
、
未
来
に
つ
な

ぐ
新
た
な
自
治
文
化
の
醸
成
に
向
け
て
取
組
を
進
め
た
い

と
決
意
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
皆
さ
ん
と
共
に
、
価
値
あ
る
未
来
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。
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天ヶ瀬温泉まつり
日時 月 日㈰ 午前10時30分～４ 13
メイン会場 天瀬公民館前お祭り広場

10：30～ まんぷく屋台
12：00～ どんたく隊
（8：30から天瀬町各地区を練り歩き）
 足湯体験
12：30～ 保育園児発表会
 スコップ三味線
 日田げたダンス
 （日田もりあ下駄い）

【問合せ】日田市観光協会天瀬支部☎２１６６

素
人
芝
居
「
天
ヶ
瀬
座
」
公
演　
会
場
／
天
瀬
公
民
館

昼
の
部　
午
後
１
時
開
演

夜
の
部　
午
後
７
時
開
演

　
　
　
　
（
午
後
６
時
か
ら
舞
踏
シ
ョ
ー
）

入場
無料

餅まき ぜんざい接待 塚田ひょっとこ踊り愛好会


